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第 168図  樋国内城館址遺跡33・ 44046号住居址出土土器 (273・ 275・ 2761:6,
他  1:3)(252～ 273 33号 住居址 ,275～ 282 44号住居址 ,283～ 286 46号住居坦L)
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c)49号住居址 (図 51・ 170の 331・ 156の 83)

遺構 最西端 に確認 されたが、東部のみで、西半は急崖 となって削 られている。以前は更 に西部 に丘陵

が続いていたが、築城の折 に削ったもの と思 える。検出された本址南 には溝状遺構 1が存 し、プラン・規

模等不明である。主柱穴 と思われる穴 が 2個所認 められ、一部焼土 も認 め られたが範囲は狭い。

遺物 床面焼土附近から出土 した甕形土器の破片 が少量 あるだけである。331に は斜走短線文がみ られる。

覆土から磨製石斧 (83)が一点出土 した。時期決定の決め手 を欠 くが弥生後期 に位置で きよ う。 (辰 野 )

夕)50057071号住居址 (図1710170の 332～ 353・ 172・ 173の379～ 3870156の 84～ 90、 図版15の 590

50の 257～258)

遺構 丘陵中央西寄 りに営なまれた、50・ 57・ 71の 3住居址 は、一軒の改築 と考 えた方が妥当かもしれ

ないが、床面が明瞭 1子 三段 に確認 されたことから、 3住居址 として報告す る。規模 プランをほぼ同一 にす

るものである。

50号住居址 は、北 に位置す る51号住居址の南壁 と東側 にある土渡10を 切って構築 された5。 50× 6。 64mの

規模 をもつ長方形 プランである。壁高は口Tム 面を掘 り込んだ30～ 40mで床面に続いている。71号住居址

は、 この床面を掘 り込んで構築 されたため、四壁 にテラス状 の段:を 残す結果になっている。従:っ て50号住

居址床面は壁沿いに一部残 るだけである。

71号住居址 は、50号住居址 を更 に掘 り下 げて床面を作っている。50号床面より25cm下、ローム上面から

は50～ 55cmの深い壁 となる。主軸方向は、57号住居址 と同 じN-25° 一Eを示す。柱穴 は、四隅に規則 的に

掘 られ、35～ 45cmと 深い。炉は、北側主柱穴間線上の中心に構 えられた埋甕炉である。炉の周囲には少量

の灰 が残 り、床面はよく焼 けている。

57号住居址 は、71号住居址 と規模 プラン、主柱穴 を同 じにする。床面は71号住居址上10二 15cm上 に貼床

を施 してあり平坦で堅緻である。炉 は北側主柱穴間、71号住居址埋甕炉真上 に位置 してお り、壺の胴部以

下を使 った埋甕炉である。炉址の断面 をみるべ くして71号炉址 を確認 したので あった。中央辺 に自然石 4

個が存するが、57号住居址床面より浮いてお り、本址以後 に置かれたものである。

遺物 50号住居址 は覆土中の上部のものを本址 に所属 させたぎ床面が殆んどないことから、時期決定を

す るには弱いが、170図332～343の 口唇部施文の縄文・口縁部の縄文・斜走短線文・綾杉状文等からして、

弥生中期末から後期初めに比定 されよう。

71号住居址出土土器は、371～378で波状文を主体 としたもので弥生後期 に位置できる。373は炉甕 として

使 われたものである。他はすべて床面出土である。

57号住居址出土土器は、354～370で弥生後期 に比定 したい。たまたま、発掘時笑 った り驚いた りしたこ

とだが、本址の時期決定の有力な手がかりとなったことがある。それは、炉甕 に使 われた、371の 壺形土器

であり、胴部以下 を本址炉甕 としている。接合 した口縁部は、離れた地点の71号住居址床面の出土である

ことから、57号 と71号間には日寺期的差 は余 りないものと考 えられ る。

石器は、50号住居址覆土中から、打製石鏃 2と 磨製石鏃 3、 71号住居址 から打製石鏃 1と 欠損 した石包

丁 1が出土 した。ヽ有孔の石包丁である。                        (福  沢 )

-213-
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チ)51号住居址 (図1710173の 388～403・ 156の 91～ 94、 図版15の 60～ 62・ 48の 240～2420246)

遺構 丘陵中央西寄 りに位置す る本址 は、南壁の一部 を50号住居址 に切 られて検出された。7。 63× 6.72

mの規模 をもつ長方形 プランで、主柱穴 を 4個所 にもつ。壁は傾斜 をもって掘 られ10～ 15cmを 残す。床面

はほぼ平坦で堅い。床面中央部 には浅 い凹みが数多 く検出された。炉 は東西主柱穴間に 2個所の埋甕炉 が

作 られている。東は主柱穴間線上の中央やや内側 に、西は同線上中央やや北寄 りの外側 にそれぞれ位置 し

ている。

遺物  3880390は 東側の炉甕で、388は壺の月同音Sと 思われ無文である。390は 口縁部 と庭:音5を 欠 く甕で ,皮

状文下 に斜走短線文が施 されている。389は西側炉の炉甕で、起伏のない波状文下 に斜走短線文をもつ。

391・ 392は覆土中からの出土で箆状工具 による沈線文が斜方、綾杉状 に施 されていて古い様相 をもつ。

3930394は壺形土器の口縁部で縄文の地 に波状文を付 し、ボタン状突起・耳状突起 をつ けている。395に

は刺突文、396に は半円狐文がみ られ、
~本

址出土土器は、中期的様相 を多分 にもった文様構成である。

301・ 392は胎土 も異 なり、色調 も黒味 をもっている。

石器は、有孔磨製石鏃 の半欠基部が床面上 から出土 した他、覆土中より、打製の石鏃2点 と、磨製石鏃

1点が出土 した。                                   (小 松原 )

ツ)52号・53号住居址

a)52号住居址 (図1740175の 404～ 413、 図版15の 64・ 48の 243)

遺構 丘陵中程 に検出された小規模の住居址で、東半分は、53号住居址 に切 られて不明である。西壁高

12～ 15cmで あり、床面も平坦で堅い。炉 は西壁内40cmに作 られた埋甕炉である。

遺物 出土量は少ない。404は炉甕で あり、波状文が施 された口縁部 と底蔀 を欠損するものである。弥生

後期 に位置 される。                                  (根  津 )

b)53号住居址 (図 174・ 175の 414～ 432、 図版15の 64048の 244)

遺構 52号住居址の策 を切って構築 された本址 は、東部が用地外にまで広が り、未確認である。また北西

部は、54号住居址 に切 り込まれている。南ゴL7mを 計 り、主軸方向はN-21° ―Eを示す。床面は平坦であ

り堅いが、壁沿いと床面中央部 に浅 い凹みの ピッ トが多数確認 されて全体 としては凹凸の感 じがす る。支

柱穴、間仕切 りに関するもので あろう。主柱穴は楕円形 を呈 し西側 に 2個所検出 されている。東側 にも対

称的にあつたと思われる。炉址 は、北側主柱穴間にあり、埋甕炉である。また南側 にも焼土が認め られ僅

かに灰 と炭化物 が残存 していた。

遺物 414は 埋甕炉の炉甕である。口縁部 と底部 を欠損 し、波状文がみ られる。弥生後期 に比定 されるも

のである。                                (根 津 )

テ)55号 056号住居址

a)55号住居址 (図 176・ 177の 433～4430156の 95、 図版48の 247～ 248)

遺構 丘陵中央部 に位置す る本址 は南部 を54号住居址 に切 られ、北は56号住居址の南部を切って検出 さ

れた。4。 26× 6.00hの規模 をもつ長方形 プランであり、主軸方向をN-22° 一Eに示す。壁高は30～ 40cmを

一-217-―



54号住居址

53号住居址

⑪も① ① ⑬

第 174図  樋 国内城館址遺跡 52053号 住居址実測 図 (1:80)

計 り、良好である。床面はローム土 をたたいた堅緻 な面である。楕円形 を呈す る主柱穴 が 4個所確認 され

炉は北狽1柱穴間中央 に位置 した埋甕炉である。

遺物 土器は櫛状工具 による波状文・簾状文が施 されている弥生後期のものである。433は底部 を欠損 し

炉甕 とし使 われたもので、無文である。箆調整痕 と擦痕 をもつ。434は壺形土器で、口唇部・頚部 に波状文

をもつ。石器は再土中か ら打製石鏃 が 1点出土 している。                (市  沢 )

b)56号住居址 (図 176・ 177の 4察～453、 図版49の 252)

遺構 55号住居址に南部を切 られて検出、れた本址は、5。 6× 4.8mの 規模を有する隅丸長方形プランで

主軸方向をN-63° 一Wに示す。壁高20～ 30cmで床面に続 き、壁・床面とも堅緻である。主柱穴 は4個所確

認され、西側壁には 3ピ ットがうがたれている。西壁・東壁沿いと中央にも浅いピットがあり、支柱穴・

間仕切 り用と思われる。炉は西側主柱穴間中央に位置 した自然石 1個 をもつ埋甕炉である。凹み内はよく

焼け、堆積 した焼土と僅かの灰が検出された。

遺物 器形の判るのは 2イ固体で、445は炉甕として使われ、口縁部と底部を欠 く。444は 口唇部に刻目を

もち頚部に6条の波状文を施 してある。448に は半円弧文、450に は練杉状 に沈線が施文されており、中期

の様相 を残すが、炉甕からして弥生後期前半に本址 を位置づ けたい。

一-218-一
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第 179図 樋国内城館址遺跡59号住居址実測図 (1:80)

卜)58号 065号 079号住居址

a)58号住居址 (図 178)

遺構 丘陵中央北寄 りに位置 した本址 は、56065079号 住居址 に切 られ、更 に土墳24025上に構築 して

あるため、東壁の一部 とわずかな床面 を認めただけで、規模 ・プラン等全 く不明である。

遺物  本址 に関すると思われる出土遺物 なし。 (山  田 )|

b)65号住居址 (図 178・ 180の 454～ 463、 図版16の 69)

遺構  用地内東端 に位置 したため、東部は確認で きなかった住居址である。西壁は79号住居址 に切 られ

ているため、北壁 と南壁の一部 を含めた西半分が検出されただけである。南北5.38mを測値す る。主柱穴

は 2個所認め られ、中央床面上 に浅 い凹みをもつ。

遺物 土器は、平行線文・波状文を施 したもので弥生後期前半に位置 される。出土量 も僅 かであり器形

の判 るものはないが、458は壺形土器片である。                         (山  田 )

c)79号住居址 (図 178、 図版16の 69)

遺構  65号住居址の西部 を切 って構築 ざれている。西半は既 に削 り取 られていて、東部の確認のみで全

―-223-一
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180図  樋国内城館址遺跡65059号住居址出土土器 (464～ 467 1:6,他  1:3)
(454～ 463 65号 住 ,464～ 481 59号住)
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貌 は不明である。壁は浅 いが東部床面は平坦で堅い。東側 2柱穴 が認め られ、

れている。炉 は、東側主柱穴間線上 か らやや壁寄 りに作 られた地床炉である。

かった。

遺物 数片の弥生後期土器片 だけである。 (山  田 )

ナ)59号住居址 (図1790180の 464～ 4810156の 96～ 970158の 139、 図版16の 68049の 250～ 251)

遺構 丘陵北端部近 くに営 なまれた本址 は、北西 に向かって僅 かに傾斜 したロームを基盤 として掘 られ

覆土は褐色土である。主軸方向をN-19° 一Eに示すやや胴張 りの長方形 プランで、その規模 は5.00× 6。 40

mを 計 るが北側 はやや狭 くなっている。南側両コーナーはふ くらんでお り、東側では深 さ33clnの ビッ トに

なっている。壁はほぼ垂直 に掘 られて堅 く、その高さは18～ 32cmで ある。床 は堅いたたき状 となっているが

壁の近 くでは比較的柔かく、い く分の凹凸がみ られた。楕円形の主柱穴 は等間隔に 4個掘 られている。ま

た北西 を除 く他の三つの隅 と北壁中央 に接す る位置 に、ほ ヾ同規模の大 きな穴が掘 り込 まれている。壁沿

いと中央部 には/Jヽ ピッ トが配列 された如 くにあり、支柱穴的に解 してよさそうだ。炉は、ゴヒ側主柱穴間中

央 に位置 した埋甕炉である。炉甕の中には焼土 と炭化物が混入 してお り、周辺の床 も広範囲に焼 けて、多

量の炭化物 が散在 していた。

遺物 464は炉甕 、465・ 466は 床面出土である。波状文をもつ弥生後期 に比定 されるもので、465に は孔

があけられている。石器は、石錐 が床面から、石包丁 (97)と 凹石が覆土から出土 している。 (深  沢 )

二)60号 061号・68号住居址

a)60号住居址 (図 181・ 182の482～ 490、 図版14の 53)

遺構 丘陵北西部 に位置 し、住居址の密集地点で、重複関係が複雑 なところである。本址 は、北 に位置

した縄文期87号住居址の南半分を切 り、南の68号住居址 を切 って構築 されている。更 に西半は61号 034号住

居址 に切 られて検出された。不整方形 プランで、4.72× 4.47mの 規模 をもち、主軸方向をN-67° 一Wに示

す。南側床面 |ま 68号住居址床面 と一致す るが、固 く良好である。主柱穴 は南北方向を長軸 とす る楕円形の

もので 4個所確認 された。炉は西側 にあって61号住居址 に破壊 されたと思われる。

遺物 弥生後期 に位置づ けられる波状文・斜走短線文をもつ土器片の出土をみた。    (八  木 )

b)61号住居址 (図 181・ 182の491～ 514・ 156の 98～ 104、 図版14の 53)

遺構  60・ 68号住居址 を切 って構築 された本址 は、南北 にやや長い方形 プランを呈 し、主軸方向をN―

17° 一Eに とる。推定 5× 5.75mの 規模 をもつ ものである。床面は軟弱であるが、北壁・南壁近 くに固い部

分 を残す。主柱穴は、東西方向を長軸 とす る楕円形で 4個所検出 された。炉は北側主柱穴間ほ ゞ中央 に位

置す る埋甕炉であったろう。甕形土器片 が残 されていた。

遺物 土器は,劇大文を主 とす る弥生後期のものである。器形では甕形のほかに不形土器 (5130514)が

ある。石器は覆土中から磨製石鏃 40打製石鏃 2・ 小形磨製石斧 1が出土 した。      (八  木 )

北壁夕合いに/Jヽ ヒゴッ トが掘 ら

炉甕があったが確認で きな
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第 181図 樋国内城館址遺跡34・ 60・ 61068・ 87号住居址 ,土墳14実測図 (1:80)
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489

第 182図 樋国内城館址遺跡60・ 61号住居址出土土器 (1:3)( 482～ 490 60号住 ,491～ 514

61号住 )
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◎   62号
住居址
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183図 樋国内城館址遺跡 62・ 63・ 91号住居址 ,1「
確 積溜 計 :・ :鵠 ,
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第 184図 樋国内城館址遺跡63号住居址出土土器 (515～ 521 1:6,他  1:3)
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c)68号住居址 (図 181、 図版14の 53)

遺構 本址 は、60061034号住居址 に切 られ、南÷程が残 っただけで ある。南壁 に平行に床面の違 いが

あり、拡張 が行なわれたもの と思 える。 この床面差 は 8 cmを 計 るが東へ い くにつれ差 はなくなるも残存床

面は良好で堅級である。柱穴は南東隅 に 1個所確認 したのみで、床面調査 をていねいにしたが、炉址 と共

に検出で きなかった。

遺物は土器の小破片が少量出土 しただけである。 この結果、住居の順序 は、68号住居址 が古 く、次いで

60号 061号 となり、34号住居址 が最後 となる。                     (八  木 )

ヌ)63号 091号 085号住居址

a)63号住居址 (図 183・ 1&、 図版17の 72、 49の 249・ 253～ 254)

遺構 丘陵北端部 に位置 し、縄文期の64・ 62078、・弥生期85号住居址 を切 って構築 されている。 また本

址貼床下 には、91号住居址 が検出 され、同軸上の拡張ではないかと思われる。

丸味のある長方形 プランで、6。 65× 8。 10mの規模 を有 し、主軸方向をN-24° 一Eに示す。床面は貼床面

も含め堅 くて良好である。主柱穴は、 4本で南側 2本は、91号住居址 と共用す る。壁沿いと中央辺 に支柱

穴、間仕切 りと思 われるピッ トが浅 い凹みをもって検出された。炉はゴヒ側主柱穴間中央やや壁 よりに位置

す る埋甕炉である。北東隅は、中世小堅穴23に 切 られている。

遺物 土器は甕形土器の完形 2、 半欠 5が出土 した。,ル 1大 文を主体 とした弥生後期のものである。 520

は、炉甕で、口縁部・底部 を欠損す る。                        (八  本 )

b)91号住居址 (図 183・ 186の546～ 553、 図版17の 72・ 51の 265～266)

遺構  63号住居址床面下 に検出された本址 は、4。 55× 5.93mの 規模 をもつ長方形 プランで、主軸方向は

N-22・ ―Eに とる。周壁はすべて残 り、63号 との床面差 は10～ 20cmで ある。床面は非常に堅 く良好である。

主柱穴は 4本で、南側 2本は、63号 と共用である。南壁沿 いと中央部 に浅 いピッ トが検出されている。炉

は北側主柱穴間中央 に位置す る埋甕炉で、土器 を二重 にもつ。土墳 18・ 19が床面下から検出された。

63号住居址 は本址の同軸上拡張 とすれば、住居内面積 は約 2倍 となっている。

遺物 波状文をもつ弥生後期土器で、546・ 547は炉甕 として使 われたものである。63号住居址出土土器

との間に型式的な差 は余 りなく、一型式内の拡張 と考えられよう。            (八  木 )

c)85号住居址 (図 57・ 186の 543～ 545、 図版17の 76・ 51の 267)

遺構 63号住居址 と中世小堅穴21に 切 られて検出 された。64号住居址上の貼床は検出 し得なかった。残

存床面は軟弱部分が多いが一部 に堅い部分 をもつ。炉は三方を三石で囲んだ中に甕 を入れたものである。

遺物 出土量は少ない。543は炉甕 として使用 されたもので、底部 を欠 く。波状文をもつ弥生後期のもの

である。

ネ)69号 093号住居址

a)69号住居址 (図1850186の 554～ 564)

(八 木 )
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nd

遺構 丘陵北縁部 に1位置

し、 67・ 86092ザ子生≧涯]llL Z=七刀

って構築 されたが、93号住

居址 に大半を切 られ(束壁

の一部が残存す るのみであ

る。主柱穴 は 4個所認め ら

れ、西狽j主柱穴間内側 に地

床炉が検出 されている。

遺物 出土量少 なく、波

状文を施 した弥生後期土器

片だけである。 (一 条 )

b)93号住居址 (図 1850

186の 565～ 573)

遺構 69号住居址上 に貼

床 して構築 された本址 は、

長方形 プランで、4。40× 6。 20

mの規模 を有す る。主軸方

向はN-19° 一Eに とる。周

壁は南 と北 は明瞭 に残 るが

東 と西は明確 さを欠 く。床

面は貼床だが堅緻である。

主柱穴は 4本で、北側主柱

穴間中央 に埋甕炉 をもつ。

遺物 波状文を主 とした

弥生後期土器片が出土 した―

が出土量は少 ない。568は炉

甕 に使われたものである。

573は 高:不 の脚部片である。

69・ 93号住居址出土土器の

第 185図  樋国内城館址遺跡67・ 86069093号住居址実測図 (1:80)

間には、時期差 を明確 にもたない。いずれも弥生後期に位置づ く住居址である。 (一 条 )

ノ)72号・75号住居址

a)72号住居址 (図 187・ 188の 574～ 585、 図版17の 74050の 259)

遺構 丘陵北西端の住居址密集地点に営なまれた本址 は、82070076・ 73号の縄文期の住居 を切って構

築 されている。また本址 は南半分 を75号住居址 に切 られて検出 された。5.35× 7mの規模 をもつ楕円形状

69号住居址
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186図  樋 国内城館址遺跡 85091069・ 93号 住居址出土土器 (543・ 546・ 547

:6,他 1:3 )(543～ 545 85号住 ,546′～ 553 91号 住 ,554～ 564 69号住 ,565
～ 573 93号住 )
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第 187図  樋国内城館址遺跡 76・ 82・ 72075号住居址実沢1図 (1:80)

し、無文であり、箆調整痕が縦方向に残っている。5970598は壺形土器片であ

弥生後期に位置され、72号住居址 との間に型式差が明確に認められない。

のプランで主軸方向をN―

23・ ―Eに示す。壁高は10～

25clnl↑ 慶)り 、 月に口罫は平刈巳で

堅い。主柱穴 は 4個所 あ り

南 とゴL側主柱穴間、 壁寄 り

に埋甕炉が 2個所 ある。

遺物  574は炉甕であり口

縁音5か ら月同部上半に波冽犬文

がみ られる。土器の中には

斜走短線文 0半円弧文 もみ

られるが、弥生後期前半に

位置 されよう。585は高ネ部

片で内外丹塗 りが施 されて

い る。 (小松原 )

b)75号住居址 (図 1870

188の 586～ 601、 図版14の

74050の 260)

撻艶蒲彗  糸電うと興明70・ 76073

号住居址 と弥生期72号住 居

址の南半分 を切って検出さ

れた。4.50× 5.75mの 規模

をもつ丸味 をもった長方形

プランで、主軸方向をN―

3° 一Eに示す。床面は平坦

で堅い。北半は72号床面 と

同一 レベルになる。 4柱穴

は楕円形 を呈 し、北側主柱

穴間中央 に埋甕炉 をもつ。

2個体の甕 を使 って構築 し

てある。

遺物  5860590は炉甕 と

して使 われたものである。

586は 口縁 音βと底 音Fを 欠損

り、599は 高郊膳「音『片である。
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第 188図  樋国内城館址遺跡72

:6,他  1:3)(574～ 585

・75・ 77・ 89号住居址出土土器 (5740586・ 605～

72号住 ,586～ 601 75号住 ,602～ 604 77号住 ,605～
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ハ )77号住居址 (図750188の 602～ 604・ 157の 105～ 106、 図版14の 54・ 50の 261)

遺繹 丘陵西縁 に位置 してお り、西は急崖 を呈す る斜面になる。築城の際、削 られたもの と思われる。

従 って北東隅の検出にとどまり、プラン・規模等不明である。

遺物  土器片の出土をみただけである。602は 口唇 に刻 目をもち、胴部上半に斜走短線文を施 したものであ

る。157図105は小形高琢である。弥生後期 に位置 されよう。               (根  津 )

ヒ)83号住居址 (図 189・ 190、 図版18の 80050の 262～264)

遺構 丘陵最北西端 に検出 された本址 は、南 に位置 した縄文期70・ 82号住居址 を切 って構築 されている。

褐色土層からローム層 に深 く掘込んだ、 5。 07× 5。 74mの規模 をもつ長方形 プランの住居址で、主軸方向を

N-42° 一Eに示す。壁は垂直 に近 く掘 られ、55～ 60cmの 深 さである。床面は平坦で極めて堅緻である。主

柱穴は 4個所 に楕 円形 を呈 して検出された。また壁沿いと中央辺 に浅 い凹みのピッ トが掘 られている。

炉址 は、北側主柱穴間中央 に位置する埋甕炉で、下半分が二重になっている。

遺物 甕・壺・高琢形土器の出土をみた。614・ 615は炉甕 として使 われたものである。波状文を主 とし

た弥生後期 に比定 される土器である。622に は口唇内に刻 目が施 されている。613は壺形土器、616は 高ネ形

土器琢部である。 (辰 野 )

フ)89号住居址 (図 189・ 188の 605～ 612、 図版18の 83・ 51の 268)

遺構 丘陵北西隅に検出された本址 は、褐色土層からローム層 に掘込んだもので、縄文期90084088号

住居址 を切って構築 している。 また中世特殊円形竪穴 4・ 5が西壁を切って掘 り込 まれている。

本址 は、5.12× 5.88mの 規模 をもつ長方形 プランで、主軸方向をN-153・ ―Wに示す。壁は垂 直に近い

角度で掘 られ、東壁で40crnを 残す。床面は小凹凸があるが概 して堅 く良好である。主柱穴 は楕円形 を呈す

るものが 4穴、等間隔で確認 されている。南側主柱穴間中央には、埋甕炉がある。なお、本址 は火災に遭遇

したと思われる多量 な炭化物 と灰 が覆土下層から床面にかけて堆積 していた。

遺物 覆土から多量 な炭化物 と土器片の出土をみた。土器は波状文 を施 した弥生後期の ものであり、甕

形土器のほかに飯 (605)の 底部 も出土 している。底部 には 1。 5mの穴 があけられている。607は炉甕であり、

底部を欠損 している。 (根 津 )

へ)101号住居址 (図 191・ 193の 634～6430157の 107、 図版19の 87・ 89051の 269)

遺構 丘陵南縁 に構築 された本址 は、長方形 を呈する5.28× 6。 27mの規模で、石囲埋甕炉 をもつ住居址

である。床面は平坦・堅緻であり、中央辺から北西部にかけて径20～ 30cmの 浅 く凹んだ、間仕切 りない し

補助支柱 と推察で きる穴 が、10個 所検出されている。床面を切って土渡75が掘 られている。主柱穴は 4本

でほ 等ゞ間隔 に掘 られている。南側主柱穴間中央 には、 3個 の石で囲まれた埋甕炉があり、炉址南には、

60× 40cmの長方形 を呈す る深 さ16cmの 穴が存 した。炉址 からこの穴 にかけての床面はよく焼 けて赤色 を呈

している。主軸方向はN-163・ 二Wである。

遺物  634は炉甕 に使 われたもので口縁部 と底部 を欠損する。この他、櫛状工具 による波状文をもつ弥生

後期土器片が出土 した。641は高ネ形土器の脚部片で ある。石器 としては、半折 した扁平片刃石斧 (107)
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183号住居力L
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2。 89号住居址

189図  樋国内城館址遺跡83089号 住居址 ,特殊円形竪穴 5実測図 (1:80)
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住居力L

特殊円形竪穴4
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第 190図  樋国内城館址遺跡83号住居址出土土器 (613～ 616 1:6,他  1:3)

―-237-一



Ａ

ヽ

2.112・ 113号 住居址

第 191図 樋国内城館址遺跡 lo1 0 112・

0

101号住居址 ,土坂75

113号住居址 ,土墳75実沢1図 (1:80)

113号住居址
卿
中
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102号住居址

110号住

0-l      m

第 192図 樋国内城館址遺跡 103・ 110号住居址実測図 (1:80)

の出土をみた。 (山  田 )

ホ)103号 ・110号住居址

a)103号住居址 (図 192・ 193の 644～ 645)

遺構 本址 は丘陵南端部 に位置 し、102号住居址 に貼床 して構築 されたが、後続す る110号住居址 に大半

を切 られたため北東部 と埋甕炉 を確認 したのみで、プラン・規模等不明である。残存壁から推定 して不整

―-239ニー



＼

―

‐

‐

６４６

ゝ

、

キ‐

＝

〃

第 193図  樋国内城館址遺跡 1010

1:6,他  1:3)(634～ 643

103・ 110号 住居址出土土器

101号住 ,644・ 645103号住 ,

( 634 ・ 644- 648
646～ 659 110号住 )
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長方形 プランをとるもの と思われる。床面は平坦で堅い。炉は住居址西側 に作 られた埋甕炉である。

遺物 土器は弥生後期の炉甕 と覆土中から壺の出土 をみただけである。 (山  田 )

b)1110号 住居址 (図1920193の 646～ 659・ 157の 110、 図版21の 92・ 94・ 51の 271・ 52の 277・ 57の 307)

遺構 本址 は1020103号住居址 を切 って構築 されている。南壁 に丸味 をもつ不整長方形 を呈 し、4。 88×

5。 55mの規模 をもつ。主軸方向はN-177° 一Wに示す。床面は平坦で堅緻であるが、壁沿 いや中央辺 には

径15～ 30cmの 浅 い凹みが20個 所 あ り、やや凸凹の感 じを受ける。補助的な支柱 ないし間仕切 りと考 えられ

よう。主柱穴は円形 を呈するものがほ 等ヾ間隔 に 4個所検出された。北西隅のそれは内側 に傾斜 している。

炉 は南側主柱穴間線上やや南壁寄 りに作 られた埋甕炉で、口縁 を上 にした甕が埋設 され、附近はよく焼 け

て赤色 を呈 している。

遺物 土器は櫛状工具 による波状文・斜走短線文を施 した弥生後期のもので、646は 炉甕であり、647・ 648

は覆土中からの出土である。652は壺の口縁部 と思われ、656は高琢脚部片で ある。157図 110の 石製紡錘車

は覆土中からの出土であり、研磨痕 が残 る。 (山  田 )

マ)106号住居址 (図850194・ 157の 108～ 109、 図版21の 93・ 52の 272～ 275057の 307)

遺構 丘陵南端部 に位置 し、107号住居址 を切って構築 されている。本址東 には104・ 105号住居址や小竪

穴 が接 して以後営なまれている。本址 は同軸上の拡張 が行なわれた住居址で、 2住居址 にすべ きであるが、

遺物処理 も 1住居址 として扱 って しまったので了とされたい。

古い住居はおそらく東壁内床面 に周溝 が あるが、この辺が東壁 となっていたものと思 われる。床面は同

一 レベルで、凹凸はあるが堅緻である。床面上 に浅い凹みが多数あるが、区別が困難で あった。主柱穴 は

4本で、北側主柱穴間中央 に埋甕炉 (662)が ある。

新住居址 は、同軸上 に拡張 したもので、4.94× 7。 12mの 規模 をもつ長方形 プランを呈 し、主軸方向を、

N-10° すEに示す。床面は新旧同 レベルであり、主柱穴 0埋甕炉は対称的に拡張 された位置 に存す る。

壁沿 いに補助的支柱穴がみ られる。

遺物 新旧 2住居址出土の土器 には型式差 はみ られず、拡張 は一型式内に行なわれたもの と思 える。弥

生後期 に位置で きるもので、壺・甕・高メ形土器の出土をみた。660は 口唇部 から頚部 にかけて波状文が施

され、その下に斜走短線文を加えている壺形土器上半である。662は 古い住居の炉甕、663は 新住居のそれ

で ある。679・ 680は 高ヌの1不音『と騰「音Sで 、 680に は丹塗 りが施 さオ■ている。

この他 に覆土中から打製石鏃 と土製紡錘車が一点づつ出土 している。          (福  沢 )

ミ)108号 0118号住居址

a)108号住居址 (図1950197の 690・ 157の 111、 図版22の 97)

遺構 丘陵の中央部 に検出された本址 は、長方形 プランを呈 し、4.23× 5.74mの 南北 に長い規模 をもち

主軸方向をN-158° 一Wに とる。掘 り込みは浅 く壁高は10～ 15cmで あり、床面は一部北側 に軟弱 な部分 を

もつが、概 して堅 く良好である。主柱穴 は 4個所確認 され、南側主柱穴間中央 に、石囲炉が検出された。

4個の河原石を方形 に組んだもので、炉底 に甕形土器の胴部片 が敷 かれ、わずかに焼土 が認められた。
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第 194図  樋国内城館址遺跡 106号住居址出土 土器 (660～ 6630679二 680 1:6,他
1:3)
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土墳78M主

2。 108・ 118号住居址

第 195図  樋国内城館址遺跡 108・ 118号住居址

本址 は、 118号住居址上 に貼床 し

て構築 されたものであり、118号住居

址の拡張 と考 えられる。また本址床

面を土渡102:78が切って存す る。

遺物 遺物の出土量は少なく、甕

形土器片で、弥生後期 に比定 される。

覆土中から、磨製石鏃 が 1点出土 し

て い る。 (山  岡 )

b)118号住居址 (図 195・ 197の

691、 図版22の 98・ 52の 276)

遺構  108号住居址の壁 と床面を

精査中、確認 された住居址で、3.71

×4.68mの 規模 をもち、主車由方向を

N-158° 一Wに とる。壁高は東壁で

35cm Z2言 十り、108ザ子ルヽコ雪からは18cml↑

ある。床面は 4本の主柱穴内は堅緻

である。炉址 は108号の石囲炉 と同 じ

位置 にあり、その下 から検出された

埋甕炉である。補助的支柱穴 と思わ

れる浅 い凹みが、壁沿 いと中央部 に

確認 されている。

遺物  691は 炉甕 に使ったもので、

口縁部 と底部 を欠 く。頚部 に櫛状工

具 による波状文が施 された弥生後期

のものである。

108号住居址出土土器との間には型式

差 は認 められず、一型式内の拡張 と

考 えられる。 (山  岡 )

ム )109号住 居址 (図 196・ 197の

692～ 6990157の 112、 図版 21の 95・

51の 270)

遺構  丘 陵 ほ ヾ中央辺 に、111号住

居址 を切 って検 出 された。東西 に長

い不整 長方形 フ
゜
ラ ンで、5.54× 4.08m

,土墳780102実 測図 (1:80)
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の規模をもち、こ軸方向をN-74° 一Wに とる。床面および壁は良好で、壁高は約10cmを 計る。主柱穴は楕

円形を呈 し4個所確認 され、西側主柱穴間中央には、三石を用いた石囲埋甕炉が検出された。

遺物 出土量は少なく、土器は甕形 0壺形土器の出土をみた。 692は 石囲埋甕炉の炉甕で無文である。

6950696は壺形土器片で、円弧文・縄文を有し、中期的様相をもっている。弥生中期末から後期初めに比

定 される住居址で あろ う。石器は黒燿石の景J片 石器が 1点覆土か ら出土 している。 (山  岡 )

o       1        2m

第 196図  樋国内城館址遺跡 109・ 111号住居址 ,土墳

古

員

幅

亀。蝙9 
°“ζ

号崖性址⑩ ⑩

⊆土墳

109号住
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メ)111号住居住居址 (図 196・ 197の 700～7010157の 113、 図版21の 96)

遺構 丘陵中央部 に109号住居址 に切 られて検 出された本址 は、北半分 はすで に削 り取 られた り、109号

住居址 に切 られた りで確認で きなかった。南北 に長い長方形 プランを呈す ると思 われ、東西は、5.05mを

計 ることがで きる。主柱穴 は 4本の うち 2本は、109号住居址床面上 に確認 している。壁は南壁で10cmを 計

るが、ゴLへ い くにつれて低 くなり、認め られなくなる。炉址 はゴ帥 」主柱穴間にあったもの と思 われ、109号住

居址構築で消失 している。

遺物 出土量は極めて少なく、底部片のみである。石器は覆土中から磨製石鏃 が一点出土 している。弥

生後期の住居址であろう。                               (山  岡 )
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第 197図  樋国内城館址遺跡 108・ 118・

702 1:6,他  1:3)(690 108号住
1110112号住居址 出土土器 (691・ 6920
118号 住 ; 692～ 699 109号住 ,700～ 701111号住 ,

702～ 711 112号 住 )
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モ )112号住居址 (図 191・ 197の702～ 711・ 157の 114)

遺構 丘陵中央部 に検出 されたが、西半は用地内 との境 になるため調査不能であ り、東半分の確認 に終

わった。長方形 プランを呈す るもの と思われ、南北で 5。 52mを 計る。壁高は東30cm、 南12cmであ り、床面

は堅 くて良好である。炉 は東側主柱穴 間中央 に位置す る埋甕炉である。主柱穴 は 4本であろう。

遺物 土器は甕形土器が多い。702は炉甕 として使用 されたものであ り、櫛状工具 による簾状文 とその下

に斜走短線文が施 されている。口縁部 と底音Sを 欠損 している。7060709は 器内面 に波イ大文あるいは横走の

平行条線が施 してある。弥生中期末 から後期初頭 に位置づ けられよう。石器は覆土中から打製石鏃が 1点

出土 した。 (山  岡 )

ヤ)113号住居址 (図1910199の 712～ 7250157の 115、 図版41の 202)

遺構  112号住居址の北 に検出された住居址であるが、用地境であるため完掘 はで きず、南東部の確認で

終 わって しまった。主柱穴 は楕円形 を呈す るもので 2個所認められている。長方形 プランの住居址であろ

う。覆土には、焼土や炭の混入が認 め られた。

遺物 土器は覆土から甕形土器片 が出土 し、712は、口縁部 と底部 を欠 くもので波状文をもつ。725は床

面出土の高琢脚部片である。弥生後期 に比定で きる土器である。

石器は、157図115の映入片刃石斧 が出土 している。下伊那郡 にわず かに出土 しているが、上伊那地方で

は出土例 を知見 しない。                                (山  岡 )

ユ )116号住居址 (図 198・ 199の 726～ 737、 図版22の 100)

遺構 丘陵のほヾ中央 に位置 して営 なまれた本址 は、117号住居址 を切って構築 されている。西部 は、114

号住居址 に切 られ、南東隅には小竪穴 32が掘 り込 まれて検出された。南北で4。 5mを 計 る長方形プランと思

わオ■、 主柱穴 は東側 2本を矢日リイ尋た二。 しか しこれと並ぶ 2本が壁近 くにあることから、力虻辰も予想 される

が、確言忍はで きなかった。床は軟弱であり、117号住居llLと |ま 同ゞ一一レベルである。

遺物  726は壺の頚部片であり、斜走短線文が施 されている。727～728の 口縁部 に波状文、731に は斜走

短線文が付 されている。732に は条痕文がみ られ、古い様相 を示すが、波状 文を主体 とする弥生後期 に本址

は位置づ けられよう。 (福 沢 )

ヨ)124号住居址 (図 98・ 201の 738～ 752・ 157の 116～ 117、 図版23の 103)

遺構 丘陵南端部 に位置 し、1230122号 住居址 を切 って構築 されている。また、中世小竪穴 33・ 37に 切

られ、床面 と南壁の一部 を失 つている。7.20× 5.65mの 規模 をもつ、胴の張 った長方形 プランで、床面は

固 くたたいてあるが、小 ピッ トがあって凹凸感 を受ける。主柱穴 は、楕円形状のもの 3イ固所 を認 めたが、

西北隅の並び方が、他の住居址の例 と異 なった配置 になっている。炉址 と主柱穴 1は小竪穴33に破壊 され

て しまったものと思われる。

遺物 弥生後期 に比定 される土器片で、738は 壺形土器の底部 と思われる。東壁内に接 したピットから出

土 している。746は 壺形土器片で、波状 文下 に斜走短線文をもつ。石器は床面から小形磨製石斧 と石匙形 を

呈す る有肩石斧が出土 した。
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(辰 野 )



114号住居址

116号住居址

く
、

＼ゞ

/1ヽ 竪穴 32＼か ｀
じ

li7号 住居址

1。 焼けたローム

2。 焼けた粘土混 リローム

3.焼土混 り褐色土
4.粘土混 り褐色土

5。 褐色土混 リローム

6.粘土
7。 焼土混 り黒褐色土

117・ 116・ 114号住居址 ,小竪穴32
および114号住居址カマ ド実測図 (

８０

４０
第 198図 樋国内城館址
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第 199図  樋 国内城館址遺跡 113・ 116号住居址 出土土器 (712 1:6,他  1:3)
(712～ 725 113号 住 ,726～ 737 116号住)
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第 200図  樋国内城館址 12601290141号 住居址実測図 ８〇
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第 201図 樋国内城館址遺跡 1240126号 住居址 1出土土器 (7380753・ 754
他 1:3)(738～ 752 124号 住 ,753～ 764
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ラ)126号住居址 (図200・ 201の 753～ 764、 図版22の 102053の 280～281)

遺構 丘陵の中央東寄 りに検出 された遺構で、褐色土層 よリローム層 に掘 り込んだ住居址である。127号

住居址の北壁 を削 りとって構築 された本址 は、5.58× 4。 47mの規模 をもつ、長方形 プランで、主軸方向を

N‐ 105°
二Eに示す。壁は垂直 に近 く掘 り込 まれて東壁が高い。床面は平坦であり固 くたたいて良好であ

る。柱穴 は楕 円形状 を呈す るものが 4個所のほかに、東 :西壁中央 に 2穴 あり、棟持柱 と考 えられる。壁

沿いには、補助支柱穴 と思われる浅 いピッ トが確認 されている。炉 は東側主柱穴間中央 に位置す る埋甕炉

である。内部 より小量の炭化物 と灰 の検出があった。

遺物 波状文を有す る弥生後期土器で、754は炉甕 として使 われたもの 、753は床面出土のものである。
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一弟 202図 樋国内城館址遺跡 1290
1:6,他 1

130号住居址 出土土器 (76507660778
:3 )(765～ 777 129号 住 ,778～ 781

・  779
130号 住 )
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755は壺の口縁部片で、口唇 に波状文 をもつ。757な どには斜走短線文が施 され、758に は古い様相の東J突 文

(根 津 )もみ られる。

り)129号住居址 (図2000202の 765～ 777、 図版23の 107・ 53の 282～283)

遺構 丘陵東部 に検出 された本址 は、縄文期120号住居址 を切って構築 されている。6。 43× 4。79mの長方

形プランで、主軸方向をN-115° 一Eに とる。壁は垂直 に近い状態 に掘 られ、25～33cmの 高 さを残す。床面

は堅 くしまっており、主柱穴 4個所のほか、 ピッ トが十数個掘 られている。炉 は東側主柱穴間中央 に埋甕

炉が作 られている。

遺物 土器は、波状文・斜走短線文 をもつ弥生後期土器で、772・ 773は壺形土器片である。7650766は

無文の甕形土器で、縦方向に箆調整痕 がみ られるo765は 炉甕である。           (小 松原 )

ル)130号住居址 (図1080202の 778～ 781、 図版53の 278～279)

遺構 丘陵北東部に位置 し、131号住居址の南西部を切って構築されている。南半は、128号住居址 と接

しており、確認でき得なかった。東壁は土宏 101に切 られている。本址は、東西4。87mを 計る、隅丸長方

形プランを呈するもので、床面は平坦・堅緻であるι主柱穴は北側 2個所が検出されたが、 4本柱であっ

たものと推定できる。炉は101号住居址のそれど同様、三方を石で囲んだものであったらしく、東に石を抜

いた痕跡が残っている。石囲埋甕炉で、底部を欠いた甕が自縁を上にして埋設され、焼土が充満 していた。

遺物 土器は弥生後期の波状文をもつものである。778は 3条の波状文が施 されているもので炉甕である。

779は覆土中からの出土である。 (山  田 )

レ)132号住居址 (図 110・ 203の782～ 801、 図版24の 113～ 114・ 54の 284～ 286)

遺構 丘陵北東端 に縄文期133号住居址を切つて検出された。5.83× 5.17mを 計 る東西 に長い長方形 プラン

を呈 し、炉址 は 3個所 に確認 された。主軸は最 も新 しい時期 に使用 されたと思われる西の炉 に合 わせ ると

N-76・ ―Wと なる。 1度建替 え、 1度拡張 しているもようで、東 と中央の炉は建替 え時に使用 され、西炉

が拡張後使用 された と考 えられる。 3つ とも主柱穴間中央 に位置す る埋甕炉で、東のには枕石、西のには

二重の炉甕が使われている。主柱穴 は 7本確認 され、拡張後 も、南東の柱穴 は再使用 されたと思われる。

床面は良好であった。

遺物 甕形土器の半完形 品が 4個体 あり、いずれも炉甕 として用い られたものである。 782は、西傾Jの

炉の外側 に使われたもので、口唇 に刻 目をもち、外面頚部 に櫛状工具 による波状文 と斜走短線文、内面 に

一条の波状文が施 されている。783は西狽」炉の内側 にあったもので、口縁部 と底部を欠 き、二重の斜走短線

文が描 かれている。784は 、中央の炉 に用いられた胴部、785は、東の炉 に使用 されたもので口縁部 と底部

を欠損する無文の甕である。弥生後期 に比定 され、一型式内の建て替 え、拡張 と思われる。 (山  岡 )

口)137号住居址 (図 115・ 203の 802～ 813、 図版54の 287)

遺構 丘陵北端部 に営なまれた住居址であるが、大部分が削 り取 られて、炉址 と一部貼床を確認 したの

みで 、プラン・規模等全 く不明である。炉は方形石囲埋甕炉で、101号住居址のそれと同 じく3個 の石で、
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第 203図  樋国内城館址遺跡 1320137号 住居址出土土器 (782～ 7850802 1:6 ,

他 1:3)(782～ 801 132号 住 ,802～ 813 137号 住)
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第 204図  樋国内城館址遺跡 139号住居社出土土器 (814～ 821 1:6,他  1:3)

甕 をとりまいて構築 されている。

遺物 弥生後期の土器で、802は炉甕である。口縁部 と底部 を欠損するが最大径 は口縁部 に求められる。

頚部 から胴上半に斜走短線文が荒 く施 されている。                    (八  木 )

ヮ)139号住居址 (図 115・ 204、 図版25の 119054の 288～ 290・ 55の 293)

遺構 丘陵最北端中央 に位置 し、138号住居址の東部を切って構築 されている。5.34× 7.18mの 規模 をも

つ胴張 りの長方形 プランで、 ローム土 を20cm掘 り込んだ垂直な壁 lを もつ。 床面は平坦でよく固められて

おり良好である。また壁沿いと中央辺 には、深 さ10cm前後の小 ピッ トが30個 ほどある。補助柱穴ない し間

仕切 りに使 われたものであろう。138号住居址の炉址部分 には貼床 を施 して、本址 レベルと同 じであり、南

西柱穴 には平板石がかぶ さつていた。

炉址は、東 と西の主柱穴間に 2個所 あり、いずれも埋甕炉である。主軸方向はN-66° 一Wも しくはN一

114° 一Eである。

遺物 出土土器は波状文をもつ弥生後期のものである。8140815は 、東側炉 に二重に使われていたもの

―-254-―
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第 205図  樋国内城館址遺跡 その他出土弥生式 土器 (そ の 1)(828～ 833 1:6
,他  1:3)
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樋国内城館址遺跡その他出土の 弥生式土器 (そ の 2)(1:3)
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第 207図 樋国内城館址遺跡 その他出土の弥生式 土器 (そ の 3)(1:3)
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第 208図 樋国内城館址遺跡 その他出土の弥生式土器 (そ の 4)(1:3)

で無文、816は西側炉に使われたもので波状文をもつ。石器の出土はない。 (一 条 )

ヲ)そ の他の出土遺物 (図205～ 208・ 157の 118～ 124、 図版55の 291029202940295)

その他遺構外から土器 と石器の出土 をみた。土器は大部分が破片であり、時期的には、弥生中期～後期

で、住居址出土の土器 と同時期である。828は単独出土の壺形土器で、口縁部 を欠 くが、岡谷市海戸遺跡出

土のもの と類似 している。器内には丹がつ まっており注 目される。834～860は 、弥生中期の様相 を多分 に

もつ文様構成で、口唇 に太いヘ ラ先による刺圧文や刻 目が施 されるもの、縄文をもつ もの、、口縁部から胴

部 に平行沈線文や綾杉状文 :波状文をもつ ものなどである。861～891は 、櫛状工具 による波状文・斜走短

線文が施 された弥生後期前半に位置 されるものである。土器底部片 は大部分が甕形土器であり、中に壺形

土器のそれも混 じっている。高ナ不形土器脚部の9200924に は丹塗 りが施 されている。

石器は、磨製石鏃 と扁平片刃石斧 および単孔の垂れ飾玉が出土 している。石鏃 は118・ 119・ 121で みるよ

うに基部 に穿孔があり、型態的にも、三角形状 のもの、五角形 に近いもの、細長,い ものと二別で きよう。

―-258-一
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第 209図 樋国内城館カト遺跡 ,古墳時代～中世遺構全体図 (1:800)
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第 210図  樋国内城館址遺跡34～ 54号住居址出土土器 (16

(1～ 9

0                 10 cm

1:2,他 1:4)
34住 ,lo～ 16 54住 )
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ウ。古墳時代の遺構 と遺物

ア)34号住居址 (図 181・ 210の 1～ 9、 図版14の 53・

56の 296～301)

遺構 丘陵の北西隅に近い位置 に営なまれた本址 は、住

居址の密集地点で、弥生期の46060・ 68号住居址 を切 り、

61号住居址上 に貼床 をして構築 されている。

6.95× 6.30mの 規模 をもつ方形 プランであるが、北壁の

あた りは、明確 に検出で きなかった。東・南壁下 に周溝 を

第 211図  樋 国内城
鍵轟堤

跡
子

「
15  

ヽ
め ぐらしてある。床面は西壁沿 いはローム面であるが、61

1。 焼土まじり茶褐色±4。 黒色土混 リローム  号住居址上は貼床でヽローム粒混 り黒色土で、軟弱である。

::曇若土     :!脱 圭混 り黒色土   主柱穴は 4本で、径 も大 きく深い。柱穴底面は非常に肇 く

なっていた。他 にピッ トが検出 されたが、酉己列 に規則性は

み られない。炉・カマ ドはいずれも検出で きず、焼土 もない。床面上 には黒色土の間層 をおいて、墨色土

が レンズ)1犬 に堆積 していた。

遺物 遺物 は柱穴附近床面上 に、甕形・増形土器が出土 している。土師器のみで、本遺跡中の土師器 を

出土する住居址では、最も古い様相 をもっている。 1・ 2は椀形土器、 4・ 6は甕形土器、 5～ 8は対形

土器、 9は壷形土器口縁部である。                          (八  本 )

イ)54号住居址 (図17602110210の 10～ 16、 図版16の 65～ 67・ 57の 302～ 305)

遺構 丘陵中央部 に検出された住居址で、弥生期の53055号住居址 を切 って構築 されている。方形 プラ

ンで5.6× 5。 5mの規模 をもち、主軸方向をN-70° 一Wに とる。壁は垂直 に近い掘 り込みであるがやや軟弱

であ り、40cmの 高さを残す。床面は、カマ ド周辺は良好で堅いが、他は軟弱であった。主柱穴は 4隅 に4

個所 あるが、北西隅の 1穴は、他 に比 して大 きい点が注 目される。カマ ドはヽ西壁中央 に構築 されてお り

両側壁の焚 口部 に石を使 った粘土 カマ ドである。規模は長 さ120cm、 巾70cmの ものであり、カマ ド内には土

器がつぶれ込んでいた。よく焼 け赤褐色焼土が 5 cm堆 積 していた。

遺物 出土遺物の大半は、カマ ドからの出土である。10は 内黒の土師器不でよく研磨 されている。11は

小形甕、12は よく研磨 された内黒の鉢、14は 高琢で同様 よく研磨 されている。13は須恵器メである。15は

土師器の甕で、胴下半を欠 く。16は 床面出土の土製紡錘車である。            (市  沢 )
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工。平安時代の遺構 と遺物

ア)14号住居址 (図 161・ 212の 1～ 16、 図版12の 44～ 45)

遺構 丘陵南端寄 りに位置する本址 は、20号住居址の中にすっぼり掘 り込 まれて構築 されていたためt

プラン確認 に困難 を極めた。西壁 を除 く二つの壁 は認めることが出来 なかったが、本址 が火災にあってい

たため、本炭や焼土の分布範囲 と周溝 をもとにプランを判断 した。主軸方向をN-121° ―Eに示 し、カマ

ドを伴 う、隅が突出す る方形 プランで、規模 は主軸方向に4.80m、 それに直交 して、西側 3。 50m、 東側で

4.35mを 計 る。西傾Jの壁はほ 垂ヾ直 に掘 られて27cmの 高さを有する。覆土の下層か ら床面にかけては、多

量の炭化材 と焼土が散在 していた。炭化材は、ナラまたはクヌギの丸太 と半割丸太が多 く、その大 きさは

径 4_10cm、 長 さ120cmほ どのものまである。炭化材附近の床 と覆土は強 く焼 けている。床は貼床で固いが

東側の一部 には、貼 りがない面も認め られた。カマ ドは南隅にあって、人頭大の石十数個 を用いて構築 し

黒色土で固定 してある。焚 口附近 には火床の上 に多量の灰 がたまっていた。カマ ドの両側 には、壁 に接 し

て大 きなピッ トが掘 られており、中には焼土が混 り込んでいる。また住居の東隅 に深 さ20cmの 櫂鉢状、北

には、た らい状の落 ち込みが、そ してゴヒ西壁 に接 してもピットが掘 られているが、柱穴がどれで あるのか

判断 しがたい。音5分的ではあるが浅 い周溝 が残 されている。

遺物 床面 には少 なく、大半は覆土 とカマ ドより出土 した。 1～ 5は土師器郊で、糸切底 をもつ。 2・

4は内黒塚である。 6～ 7は鍔付釜でカマ ドから出土 した。12～14は 須恵器ナ不で糸切底である。16は不明

鉄器である。 (深 沢 )

イ)20号住居址 (図1610212の 17～ 25、 図版12の 44)

遺構 26号住居址 と 5号住居址の一部 を切って構築 されている。また本址の中に14号住居址が掘 り込 ま

れているため、覆土はすでに殆んど除去 されている。主軸方向をN-76° 一Wに示す。5。 25× 5.26mの 方形

プランであるが、西壁の一部は失 われている。壁は32～ 35cmの 高さを計 り、ほ 垂ヾ直 に掘 られているが、

表面は柔かい。床は14号住居llL貼 床の下 にあり、平坦で堅いたたき状であるが、壁の近 くには柔 かく凹凸

した部分 もある。カマ ドは西壁中央 にあった らしく、厚 さ 5～ 6 cmで 、50cmの範囲 に拡 がる火床 を確認 し

た。火床の周辺には青灰色 を帯びた粘土が残存 し、両側 にピッ トが掘 られている。主柱穴 と断定で きる穴

は西側 に 2個所 しか検出で きなかった。南西側隅 には招鉢状の大 きい穴があってローム混 りの黒色土がつ

まっていた。また東壁 に沿 って内側 に 3個 の小 ピッ トが掘 られている。周溝は北壁 に沿 う一部だけが残 っ

ている。

遺物  出土量は少 ない。17～ 22は 土師器琢で あり、23～ 24は須恵器メである。25は 不明土製品であ

(深

ウ)15号住居址 (図 146・ 213、 図版11の 43)

遺構 弥生期の 1号 05号住居址 を切って構築 された本址 は、南東隅が張 り出 した方形 プランで、4。45

×4.42mの 規模 を有する住居址である。主軸方向はN-73° ―Wである。弥生期 5号住居址上に貼床 し、北

る
　
沢
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第 212図 樋国内城館址遺跡 14020号住居址出土土器・土製品・鉄製品 (16・ 25 1:2,他  1:4)
(1～ 16 14住 ,17～ 25 20住 )
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:O cm

第 213号 樋国内城館址遺跡15号住居址出土土器 (1:4)

東隅の壁が小竪穴22に 切 られるが、床面までは破損 されず、床面は堅 く良好である。床面には青灰色粘質

土が一面にみ られた。柱穴は 4隅 と各壁中央部および床面中央 に計 9本検出 された。カマ ドは西壁中央 に

位置 した粘土カマ ドで、焚 口部 には厚い焼土の堆積がみ られた。

本址への土層は、水田床土下 に黒褐色土・暗褐色土が堆積 し、黒色土が三角堆土 となる。掘 り込み面、

床面は、ローム漸移層の茶褐色土層である。

遺物 出土は床面 に近 く、カマ ド周辺 に須恵器ナ不等が集中 していた。26～ 28は 内黒の土師器郎、29～ 34

は長胴形 と思われる土師器甕形土器の口縁部 と底部である。刷毛 目状 の調整痕 を縦方向にもつ。35～43は

輛輻痕を顕著に残す須恵器琢で、糸切底をみる。

一-264-一
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214図 樋国内城館址遺跡 104・ 105号住居址 小竪穴28・ 29・ 36・ 40,特殊円形竪知
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215図 樋口内城館址遺跡 36・ 10401050114号 住居址出土土器 (1:4)
(44～ 48 36住 ,49～ 51 104住 ,52 105住 ,53～ 58 114住 )
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工)36号住居址 (図 75・ 215の 44～ 48、 図版14の 54・ 57の 306)                i

遺構 丘陵西縁近 くに検出 された住居址で、縄文期74号住居址 を切 って構築 されているが、北西隅 には

中世特殊円形竪穴 2の 大 きな掘 り込みがある。壁は北が高 く垂直 に近い掘 り込みで良好である。床面は一

部員占床の跡 もみ られるが、軟弱の ところが多く良好 とはいえない。柱穴 は検出 されなかった。炉 またはカ

マ ドの検出もない。また本址覆土中には、多量の石が存在 した。特殊円形竪穴 を掘 った際のものだろうか。

遺物 出土遺物は須恵器メ・土師器甕・琢がある。44は 糸切底 をもつ土師器の内黒不で「小麿」 と書か

れた墨書があって注 目される。45は須恵器不で糸切底 をみる。土師器甕46～ 48に は刷毛 目状の整形痕 が、

縦方向と横方向にみ られるものがある。 (イザ1  ,ヨ彗
)

オ)104号住居址 (図2140215の 49～ 51、 図版21の 96)

遺構 丘陵南端近 くに、弥生期106号住居址 に接 して検出された。南壁の一部は、中世小竪穴29に 切 られ

ている。本址 は、西壁 に張 り出 し部 をもつ方形 プランで、3.90× 3.85mの 規模 をもち主軸方向をN-83° 一

Wに とる。壁高は20～ 30 cmで 、床面は中央辺が堅 く良好である。北西隅 を除 く三隅に浅 い掘 り込みがある。

柱穴は検出されないが、中央 に径25cm深 さ22cmの柱穴状のピッ トがある。 カマ ドは西壁中央 にあったと思

われ、焚 口部 と思 える個所 に焼土の堆積 を残 している。

遺物 土師器1片をわずかに見たにす ぎない。49は 土師器内黒琢で、糸切底 を有する。51は 口縁が「 く」

の字 に外反する甕で、長胴形 をとるもの と思われる。                  (福  沢 )

力)105号住 居址 (図2140215の 52、 図版21の 93)

遺構 丘陵南端近 く、弥生期106号住居址 に接 して検出され、北 に同期104号住居址 が並んで営なまれて

いる。南西隅床面には、小竪穴28の 掘 り込みがある。 4× 3.95mの 規模 をもつ方形 プランで、ローム土 を

掘 り込んだ壁高は23～ 27cmあ る。壁 に沿 って周溝がめ ぐり、床面は一部員占床があるも、棚:し て軟弱でぁる。

柱穴は南西隅を除 く三隅 に検出されている。 中央やや南寄 りに径 25、 深 さ32cmの ビッ トがあるが、隣接

の104号住居址 にもみ られるもので、柱穴 と考 えた方がよさそうだ。中央やや西寄 りには一部、小竪穴28に

切 られるが、焼土があり、浅 い凹みを呈 している。地床炉的なものであろう。

遺物 出土量は少ない。52は 口縁部が「 く」の字に外反する甕で、外面は縦方向、内面は横方向の刷毛

目痕 を残す。                                     (福  沢 )

キ)114号住居址 (図 198・ 215の 53～ 58、 図版22の 100)

遺構  本址は丘陵中央部 に検出 されたもので、弥生期116号住居址 を切って構築 されている。プランは方

形で、その規模は4.94× 4.75mであ り、主軸方向をN-84° 一Wに示す。壁高は40cmで状態 は良好である。

床面はカヤ ド周辺が堅緻であるが、他はやや軟弱である。南壁 に一部周溝がめ ぐってぃる。主柱穴 と思わ

れるものは検出されなかった。カマ ドは西壁中央 に、大 きな石を使 って構築 した石組み粘土カマ ドである。

また、カマ ド前面に集石が検出 されたが、カマ ドに使用 したものではなく、以後投入 されたものであろう。

遺物  出土量は少なく、土師器・須恵器のメ片 と須恵器蓋のツマ ミがあるのみである。

―-267-―
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第 216図  樋口内城館址遺跡 その他出土土器 (1:4)
(59～ 62 古墳時代 ,64～ 79 平安時代 )

ク)142号住居址 (図 90)

丘陵南東縁 に検出されたが、築城の際削 り取 られたのか南は崖 を呈 し、北西隅を一部確認 したのみで、

時期・プラン・規模等不明である。出土遺物 もない。                  (山  田 )

ケ)古墳・平安時代のその他出土遺物 (図216)

遺構外から出土 した遺物 は、土師器・須恵器のメ と土師器の甕がその主体 をしめる。72は 須恵器長頚瓶

片である。71は 土師器であるがどのような器形 になるか不明である。           (市  沢 )
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オ。中世の遺構 と遺物

ア)住居址

a)37号住居址 (図218・ 220の 1～ 3)

遺構 本址 は、22号住居址の上面に床面が

構築 されている中世の竪穴である。プランは

不整長方形 を呈 ケる推定規模 5× 2.4mの細

長いものである。壁は緩傾斜 をもち、その高

さは15cmを 計る。床面は貼床が施 され、堅い

面 をもつ。床面上 には、大小の自然石が20個

ほどおかれてあった。柱穴 とは思 えないが、

床面上 と西壁上および東壁外にピッ トが存在

する。焼土も検出 されず、住居址 とするには

問題点があり、小竪穴の範時に入れた方が妥

当なものかも知れない。

遺物 陶器底部片 (1)と 内耳鍋の底部片

(2・ 3)の 出土をみた。    (市  沢 )

b)40号住居址 (図 219)

遺構 丘陵西端部 に位置 し、縄文期47号住

居址上 に、41号住居址 と並んで検出 された。

東壁は弥生期 7号住居址上 にあり、西壁は41

号住居址 を切って構築 されている。北東隅は

小竪穴14に切 られている。プランは長方形 を

呈 し、4。 5× 3.72mの 規模である。壁は緩傾斜

で壁面は軟弱であり、その高 さは10～ 30cmを

言十る。床面 も軟弓3で あり、 床面より10-20cm

浮いた状態で集石が存 した。また東壁上 にも

集石がみ られる。本址 にも炉・カマ ド0焼土

のいずれもなく、また柱穴の存在もなくて住

居址 としてとらえるには問題 をもつが、規模

および発掘調査進行上から、小竪穴 と区別 し

て扱 った。小竪穴の範疇へ入れてもよいかも
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第 218図  樋国内城館址遺跡37号住居址 ,小竪穴22実測図 (1:80)

c)41号 住居址 (図 219)

遺構、本址 も40号住居址 と同様 に考 えられ、小竪穴の範疇へ入れた方がふ さわしいかも知れないものであ

る。40号住居址の西 に、40号住居址 に切 られて検出され、また、小竪穴 13が床面 を切 って掘 り込 まれてぃ

る。40号住居址 とほぼ同一形態をとり、規模 は 4。 7× 3。 5mの長方形 プランで あるが、炉、カマ ド、柱穴、

出土遺物の検出はなかった。床面 も軟弱である。                    (市  沢 )

イ)中世小竪穴 (図 218～ 222、 他 )

本遺跡 か らは、プランが方形 ない し長方形で、規模 2～ 3m前後、深 さは 10～ 100cmと まちまちであ る

が、小 さな竪穴状の遺構 が、丘陵全体で 37個所検出された。分布状態は丘陵南端部 に多 く存 し、内城 に関

するものか ら、南方への防備のためとも考えられる。 これら小竪穴は、上面 に焼土、集石 をもつ ものが多

く、また底部 にピットを有するものも多く存 した。断面は、ほぼ垂直 に近い掘 り込みが多い。出土遺物 に

は、内耳鍋片、常滑焼陶器片のほか特異例 かも知れないが、 ミニ硯、角釘、古銭等の出土 をみた。 また炭

化米・粟・ソバの出土 もあり、米は佐藤敏也氏分類でI Btt a型の米 といわれるものである。(次 表参照 )

集石 1

舅
5       0

の

θ

／／／／妹〕一ヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
、、、、
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樋口内城館址遺跡 小竪穴一覧表

小竪穴

番 号

挿 図

番 号

プ  ラ  ン 大 き さ (cm)
)1犬 態 出 土 遺 物 備 考

平 面 断 面 東西 南北 深 さ

222 長方形 168 226 小竪穴 5に切 られる

方 形 223 上面に石有 り 陶器片、鉄製品

147 長方形 198 258

222 長方形 198 小竪穴 5に 切 られる

222 長方形 355 198 硯

222 方  形 238 188 l、 竪穴 5に 切 られる 角釘、古銭2枚 (成平元宝他1枚 )

45 方 形 212 底 に石有 り 陶器皿 2

長方形 215 282

方  形 青銅片、角釘

45 方 形 228 232 陶器皿、常滑甕

長方形 カワラケ底部

163 長方形 320 275 pit有 り ナ不 (土師 )

長方形 214

163 長方形 286 pit有 り 常滑甕

150 長方形 210 274 青銅片

147 長方形 255

38 長方形 215 312 内耳ナベ片

167 長方形 招り鉢 124 石有り33住 を切る

長方形 212

147 長方形 188 150

長方形 220 pit有 り

22 152 長方形 262 335 p it有 り上面に石有り 内耳ナベ片

23 長方形

24 222 長方形 28 pit有 り

28 212 長方形 145 177 34 内耳ナベ 常滑甕

29 212 長方形 166 23 pit有 り集石もつ

94 長方形 172 23

94 方 形 182 175 pit有 り

32 198 長方形 228

長方形 195 100

34 94 長方形 178 127 pit有 リイヽ竪穴31に切られて

35 長方形 125 183 上面に石有り

212 長方形

37 98 長方形 158 炭化米、粟、ソバ

38 方  形 174 有 り

長方形 144

長方形 168
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47号住居址

40号住居址

0 グ`

δtt。〆

小竪穴i3

41号住居址

219図  樋国内城館址遺跡40・ 41号 住居址 ,小竪穴22実測図 (1:80)
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(1:4)
小堅穴28)

第 221図  樋国内城館址遺跡 ・小堅穴 14・ 28出土土器

(21 小堅穴14,22～ 23
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010・ 11012・ 15・ 17・ 22出土土 器他

37号住居址 ,4～ 5 小竪穴 2,6 小竪穴 5

小竪穴10,14 小竪穴11,15 小竪穴12,16

12

7
5 cm

第 220図 樋国内城館址遺跡37号住居址 小竪穴 2・ 507・ 9

(5・ 6・ 7・ 10・ 11・ 161:2,他 1:4)(1～ 3

7 小竪穴6,8～ 9 小竪 穴7,10～11 小竪穴9,12・ 13

 ヽ 小竪穴 15,17～ 18 小竪穴17,19～ 20 小竪木22)
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小竪穴24
小竪穴 5断面図
1.耕土
2.黒褐色土
3。 黒土
4。 黒褐色土とロームの混り
5。 ロームブロック
6.褐色土とロームの混 り
7。 黄褐色土とロームの混り

0:   lm

第 222図 樋国内城館址遺跡 ,小竪穴 1 4・ 506・ 24土墳 20
および小竪穴 5断面図
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ウ)特殊円形竪穴

本遺跡 か らは、プラン円形の径 2m前後、深 さ3m以上 とい う袋状の竪穴 が、台地西端 に沿 って 6個所

台地北東隅部 に 1個 所の計 7個所が検出 された。水田耕作時、水 を田に入れた際、土砂 もろとも、つ る草

も巻 き込んで、西側崖下へ抜 き出たとい う話 も聞いて、中には横穴的 になるのもあろうと思 われる。穴の

上面は空洞 になっているものが 2個所あり、調査時、調査員が、落 し穴的 に落 ち込 んだものもあり、 3m

以上の深 さに達 し、発掘は危険性がみ られたので、完掘はいずれもし得 なかった。完掘 したのは 1だ けで、

底部 はフラスコ状 に最大径 を示 し、黒色土上 に粘土 を貼って摺 り鉢 をふせ状態 になっていた。

遺物 は余 り出土 がなく、 1・ 7か ら常滑焼甕片、内耳鍋片、摺 り鉢底部、砥石、.石 臼 (第 223図)がわ

ずかに出土 している。

l 樋国内城館址遺跡 特殊円形竪穴一覧表

敷

　
口万

彫
番

図

］万

挿

番

プ   ラ  ン 大 き さ cm
イ犬 態 出 土 遺 物 備 考

平 面 断 面 東 西 南 北 深 さ

30 円  形 袋 状 251 242 335 石が落ち込んだ状態で検出 常滑甕、内耳鍋、招り鉢、砥石

75 円  形 袋 状 1165 150 3m以上

77 円  形 袋 状 260 3m以上

77 円  形 袋 状 198
1202

3m以上

77 楕円形 袋 状 160 190 3m以上

77 円  形 袋 状 98 3m以上

212 円  形 袋 状 193 197 3m以上 石 臼

溝  3 内耳鍋、常滑、角釘

(市
｀

沢 )

力 その他の遺構 と遺物

ア)墓 址

a)土 渡墓 1(図 122)

丘陵南西寄 り、弥生期 29号住居址の東 に検出されたもので、東西 116× 南北128cm深 さ 26cIの 、円形 を

呈す る。覆土 に、炭 と火葬骨 と思われる骨粉 が混在 していた。中世の遺構であろう。出土遺物 はない。

b)火 葬墓 1(図 119、 図版 27の 125～ 126)

丘陵の西端、16号住居址の東 に検出 された遺構で、耕作土除去の後、炭の混 じった小石の集石をみた。

それを取 りはず したところ、東西 160× 南北 177cmの 方形 をなす、本遺構 があらわれた。中央 には、90×

90cmの方形 に川原石が敷かれてお り、 この石はローム層内にはめ込まれたもので、幾つ かは加熱のあと

がみ られた。床面は、特別堅 くはない。北壁 に小 さな凹みが円形 にある。出土遺物はない。 (山  岡 )

イ)溝状遺構 (図 225・ 223の 30～ 33、 図版 28の 133)

溝状遺構 は、41号住居址の西 に 1、 32号住居址の東 に 2、 北側段丘下 に 3が検出 された。しかし、 1～

2は全容が把握で きず、小部分のため如何 なるものか不明であるため地点のみにとどめたい。

溝状遺構 3は、北側段丘直下 に東西に走 る長い帯状の掘切 りで、32mの 長 さにわたって段丘崖 に沿 って
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第 223図  樋口内城館址遺跡特殊円形竪穴 1・ 7溝状遺構 3出土遺物

(28・ 29033 1:2,他  1:4)(24～ 28特殊円形竪穴 1

29特殊円形竪穴7,30～ 33 溝状遺構 3)
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第 224図  樋 国内城館址遺跡 1号住居 址附近柱列 1実測 図 (1:80)

検出されたぎ段丘崖 を利用 して掘 られているもので、西部へ行 くにつれ浅 く狭 くなっている。更 に東へ続

くものと思われる。中央部附近では、巾65cm、 深 さ50～ 60cmを 計 り、断面V字状 を呈する。溝 に沿 って北

側帯曲輪 には柱列 2があり、防御溝 として効果的であったろうと推察 される6も ともとこの段丘は自然の

ものでなく、築城時、帯曲輪作成に当って削 り取った痕跡 が、第217図 、丘陵北側土層断面図からうかがわれ

人工の急崖であろう。内城館址 にとっては有力な遺構であったと考 えられる。

遺物 は溝内より内耳鍋片 0灰釉 陶器片 (32)・ 角釘(33)が 出土 している。         (山  岡 )

ウ)柱列遺構

柱 列 とした遺構は 3ケ 所 に認められた。

a)1号 住居址周辺の柱列 1(図224)

検出 されたピッ ト群は、黒褐色土層 に掘 り込まれた、径30～ 60cmの 円形 ピッ トであるが整然 とした配列

状態 を示 さず、明確 に把握することはで きなかった。一部列 をなしている感 がするもので、中世の遺構 と

思 われる。

b)溝 状遺構 3の北 に検出 された柱列 2(図 225の 2)

丘陵上面よリー段低い北側帯曲輪で、溝状遺構 3に 並列 して検出 された。水田床土下からローム層 に掘 り

込んだもので径10～ 15cm深 さ20cm程 のピットが 7個所 にあり、溝状遺構 に関連する柵的な遺構 と思われる。

c)柱 列 3(図225の 3)

丘陵上面より二段低い北側帯曲輪で、柱列 2と は16mの 隔た りがある。検出されたピッ ト群は、南北 3

m、 東西 3.4mの 建物が想定 され得 る配列である。中央東南よりに大 きな掘 り込みがある6出土遺物はな

かつたO                                           (山  岡 )
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3お よび柱列 203実 測 図 (1:80)
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第 226図 樋国内城館址遺跡その他出土遺物 (そ の 1)(1:4)
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第 227図  樋国内城館址遺跡 その他出土遺物 (そ の 2)

(44～ 63 1:4 ,64～ 78 1:2)
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第 228図 樋国内城館址遺跡 その他 出土遺物 (そ の 3)(1:4)

工 )そ の他の出土遺物

中世から近世にまでわたると思われる遺物 は種々バ ライテ ィーに富んで数多く出土 している。

土器および陶器は、内耳鍋 (図 226)、 天 目茶椀 (図227の 44)、 中世陶器の小皿 ・ネ (47～ 51053～ 56)、 常

滑焼甕口縁部片 (60～ 61)、 仏花瓶 (62)、 薬壺の蓋 と思われるもの (63)、 青磁片 (57)、 瓦器 (52)、

その他陶器片 (58～ 59)がある。また本質部の腐植 し被膜のみ残った漆器・天 目茶椀台の 2個 の出土 もあった。

鉄製石 としては、角釘 (65～ 70)、 鍵ではないかと思われるも
′
の(71)と 使途不明の72～ 75がある。

青鋼製品には、経筒の蓋 (64)が ある。径12cmで 8葉の複弁蓮華文が線刻 され、つ まみには本質の棒 がは

すかいに差 し込まれている。身の部分は検出されていない。

この他、キセルと思われるもの (73)、 管玉 (77)、 石臼 (79)、 茶 臼(80)の 出土 をみた。

また古銭 は次のものが出土 した。開元通宝 (713～ 741年 )、 皇案通宝 (1039年 )、 治平元宝 (1064～ 1067年 )

元豊通宝(1078～ 1085年 )、 大観通宝(1107～ 1110年 )、 紹定通宝(1228～ 1233年 )、 洪武通宝 (1368～ 1398年 )

永楽通宝(1403～ 1424年 )、 寛永通宝(1624～ 1644年 )等である。

一-281-一
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第 229図 樋国内城館址遺跡出土古銭 (1:2)(1 月ヽ竪穴6,2～18 その他

3)ま とめ

中央道用地内 と町教委による発掘調査の結果、丘陵の上面は、ほ 全ヾ面に近 く調査が行なわれ、縄文中

期・弥生中～後期 e土師期・中世城郭 と各期 にわたる数多くの遺構・遺物の検出をみた。

縄文期のものは、土器片 に早期末から前期 に及ぶものが、ごく少量検出 されて、古 くから生活の痕跡 は

認められたが、明確 にその生活を知 り得たのは、中期である。丘陵を取 りまくかのように円形 に営なまれ

た縄文中期勝坂期～加曽利E期の住居址 は、当時の集落立地・集落構造 を追求する上で、好資料 を提供 し

たといえる。検出住居址 57軒の うち勝坂期12戸 、加曽利E期45戸 とい う数 になり、縄文中期後半に急増 し

ている。 しかし、この45戸 も同時 に存在 じたのではなく、更 に細分が可能なわけで、今後の検討 に待つ と、

ころが多い。埋甕:の 問題で も、勝坂期 にその例 をみるものもあるが、当遺跡では、勝坂期 には 1例 もなく

すべて加曽利E期に始 まっていることなど、集落構造 と同時に、生活様式・習俗や生産活動に示唆 される

ものが多い。個 々の住居址でも、例 えば、石棒・土偶・マジカルな文様 をもつ台付土器の出土をみた102号

住居址、顔面把手付深鉢・土偶 を含む吹上パター ン状の土器靖集をもつ127号住居址等々問題点の多くをも

っている。また検出 された土墳は103に 及び、その中には時期不詳のものもあるが、やはり縄文期のものが

多くを占める。その性格 を知る上で、大形深鉢土器がつぶれた状態で出土 した土墳 18、 把手付小形深鉢土

12ｎ
ｕ

- 一鶴
1  18

Q            lcm

７
′

一-282-―



器 を 2個 も出土 した、土渡59な ど注 目すべ きものがある。かかる繁栄 した当丘陵には、縄文後期・晩期の訪

れは、かすかに認めるのみで、住居址の確認 はなかった。

次にこの丘陵が生活の場 とされたのは、弥生中期～後期前半にかけてである。検出された住居址 は、中

期 8軒、後期58軒 とこれまた数的に多い。その配置は、縄文期のものが、丘陵縁辺 に沿 って円形 に営 なま

れているのに対 し、丘陵内部 にその配列がみ られるのも対比 して興味深 ti葉落構造の問題 を提示 している。

主柱穴は 4個所、主柱穴間中央辺 に埋甕炉 を設けるのが一般的な住居であり、中には石囲埋甕炉 とす るも

のもあるのまた71号 091号住居llL等 にみ られた一型式内の住居め拡張 |よ 、
'そ

の理由が家族構成上なあか、

災害等による結果なのか等々推論 も働いて くる。更 に,遺物面から、石包丁・打製石鏃 0磨製石鏃等、生産

活動に直結す るもの及び、 5号住居址出土の炭化ムギの存在から生産形態 も論 じられ得 るヽ。水田地帯 |よ 南

斜面下に広がる湿地帯であると思 われるが、ほ 同ヾ時期 に営 なまれた、樋 口五反田遺跡 とあ蘭連がクロニ

ズアップされて くる。土器では伊那谷南部 にみ られる様相 と北信箱清水式土器のそれをもつ もののように

見受けられ、南北要素の交流接点の感を受ける:   す

次 に土師期の住居址は10指に満′たなく意外の感 じを持 ったふ これとて時間差がありtイ 規ヽ模の集落であ

ったと考 えられる。鉄器の普及が当然考えられる時期であるから上屋 を支 える柱 は、あえて柱穴 にたよら

なくてもよかったためか、主柱穴の確認は、どの住居址で も判然 としなかった。

最後 に、当遺跡 は位置の頃で も記 したが、遺跡の呼称 に示すよ うに、樋 口次郎兼光の居館の地 とい う伝

承 があるが、樋 口次郎兼光 なる人物 はさておいて、当丘陵が山城 どして構築 された、い くつかの事実をつ

かむ ことがで きた。地形的にみるならば、伊那山地 から突出 した丘陵は東側 を除 く三方が崖 を呈 し、眺望

の上からも、防備のためにも適地 といえる。丘陵の東側 には二個所 に空掘め存在があちて東への配備 も考

慮 されている。 この二つの空掘間の地は、かつて痩尾根 を
'皇

してぃた らしいことが地層から判断 される。

居館のあった丘陵先端部 には、南 と北 に帯曲輪 を設けている。丘陵の先端 を削 り取っての大土木工事であ

ったことが、北側土層断面図や縄文期・弥生期の住居址 が削 られて急崖 にかかる事実から判断 される。北

側丘陵直下の帯曲輪つけ根 には溝状遺構 3が柵状柱列を伴 って検出 され、地形的には極めて堅固な構 えを

とっているものと思われる。上面の発掘調査では、住居址 30小竪穴370特殊円形竪穴 7を 検出 し、城郭

の一環 となるものと思われる。他 に礎石 と思われる石の検出があったが、農耕 による移動や除去で規則性

はみ られない。検出された 3住居址 は、住居址 としての決め手を欠 くもので、小竪穴の範時 に入 るものか

もしれない。この小竪穴は如何 なる性格のものであろうか。出土遺物 は、内耳鍋・常滑焼甕片・硯・古銭

炭化米・栗 0ソ バ等で、或 るものは倉庫的な感 を受ける。また特殊 な円形竪穴は、その頃でも記 してある

が、倉庫的なもの、逃 げ道 としての横穴構造、更 には落 し穴的なもの と想像はで きるが決め手 を欠 く。 こ

れらの遺構 は西縁 と南半に多くみ られる事実から、本城郭が南方への防備 を強 くもつ ものと解 してはよく

ないだろうか。辰野町地籍 には、王城・城山・豊崎城・羽場城・狐城 ｀小式部城山・竜ケ崎城・天 白古城

等の存在があ|り 、これら城址との関連から本城郭のイ生格 も明 らかにされると思われるが、王城 に対する南

,方前進基地的なものと推察 される。 また指呼の間にある荒神山は、本城郭 と強い関連があったと思 える。

以上t縄文期・弥生期・土師期・中世城郭 について問題点を列記 したのみの、まとめになったが、多く

の問題提起 と、数少ない中世城郭研究上 に新知見をもたらしたことは、本遺跡調査の大 きな成果といえる。

資料提供 くださった町教委にお礼を申 し上げる次第である。 (山  田 )
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 ヽ ｀              5

1)位 置 。と赤羽焼の歴史

大 久保 尻 遺 跡 (OUC)

大久保尻遺跡 は、辰野町字赤羽小字西林 322番地 にある6荒神山より東 に伸 び出 した 10m程 の尾根の先

端、南斜面 にあって、赤羽焼の事址は、その自然斜面 を利用 して構築 されている。

赤羽焼 は、慶応元年 (1865年 )、 盛右衛門、五右衛門により倉J始 され、窯場 を赤羽村 (現辰野町赤羽 )

字南久保 に設 け、主 に摺 り鉢、片口、急須、土瓶、甕等の 日用雑器を製造 した。慶応 3年 (1868)に は、

松助の出資のもとに、荒神山の大久保尻 に新 しい窯を 2基設けている。本遺跡の窯は、この一つであろう

が、 1年余 うあ使用で、後 |よ 車 ら化め窯 (現林陶社裏の窯跡)に製産 を委ねた。明治 2年 (1869)、 盛右

衛門没 し、明治 5年 (1872)、 松助、五右衛門も手 を引 き、また高遠町の岡野潤平 が下年余 りで行 きづ ま

り、有賀祐衛務 に売 り渡す。後、有賀文蔵がカロわって共同経営す るに至 るが、ぃずれも日用雑器の製造 に

よってようや くその命脈 を保 っていた。 しかし、明治 10年 (1877)製糸用陶器鍋 の出現 により思 わぬ好機

の到来 をみた。高遠の製糸組合明十社の援助で、独 自のパイプ付陶製改良鍋、明十社鍋 の新式鍋 により、

好評 を博 して、諏訪・岡谷は勿論、全国各地の製糸工場 より注文が殺到 し、赤羽焼 は糸鍋専門の窯 と化 .し

たも明治 19年 (1886)に は、五右衛門の弟子である瀬戸吉太郎 は、村内板橋 に窯 を新設する。荒神山の西

の窯 に対 し東の釜 と呼んだ。明治 40年 (1907)頃 、赤羽焼 は活況を呈 して最盛期 を迎 えるが、大正 8年

(1919)に は、製糸様式の近代化 により陶製鍋 を絶 えず進展 |さ せ、赤羽焼 も規模の大転期 を迫 られ、赤羽

窯業株式会社が設立 された。大正 13年 (1924)高 遠 の林豊次郎 が林工業株式会社 を設立 し、つ いで長男の

林芳人は林陶社 とし幾多の新製品陶鍋 を開発 して販路は朝鮮 にまで拡がった。かかる歴史 を有 した赤羽焼

も、時代の流れと共 に、製糸業の近代化で、陶鍋 は需要が激減 し、日華事変 と共 に、ほとんど販売は停止

状態 となった。戦後 になり再び日用雑器の製造 に返 ったが社会情勢の推移 に抗 しがた く、遂 に閉鎖廃窯の

やむなきに至 る。

2)赤 羽焼の窯址 と遺物 (図 2300231・ 232,図 版 59)

遺構、窯址は尾根先端部南斜面の自然傾斜 を利用 して構築 されている
｀
。本来赤羽焼の窯は、登窯 と平窯

の併用 したもので あり、一基の窯はブロックで、11余 りの部屋 (平窯)に分かれ、それぞれ煙道 によって

連 なっている。全体 の傾斜は 30～ 40度 であり、全長 25m、 巾は焚口部で 5m、 中央部で 7m、 上 端部 で

7。7m余 り、高 さは 3～ 4mと するものであるι煙道の数は 10～ 15と 焚口部 よリー個ずつ増 え、焚口より

の火焔 を窯の境 を掘 り下げて床面 にい くつ もの溝 をつ くって導 くようになっている。更 に窯内の温度 を均

一 にするため、平窯 ごとに煙道の位置 を交互 に変 え、二つ を一本の煙道 に導 き、最後 は一本の煙突 に結合

させ る構造 をとる。

今回調査 した窯は、平窯 3つ だけであるが、煙道の数や最下部の煙道 に炭 が混入 していたことなどから
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焚口部 に近 い部分 と思 われる。窯の土台は、ロームを階段状 に整地 した上 に粘土 を 5～ 8 cm敷 きつめて、

更 に細 かな砂が数cmあ る。いずれも熱 により堅 く焼 きしまって赤変 している。煙道音5は 床 を掘 り下げ、上

部 回は次の平窯の前方部 に開いている。また境 となる壁は煙道間に二辺 25cm余 りの粘土製の レンガを土台

とし、更 に厚 さ 10cmの レンガを積み上げ、床面 と同 じ高 さにしてある。レジガは粘土で薄 く巻 かれてあり

これもよく焼 きしまって、セメン ト塗 りのようである。両側の壁 もやは り粘土を:盛 り上 げて土台 を形づ く

っている。破壊 されているものの一部 には焼 き
/し

まった部分が確認 された。

遺物、煙道部、床面、窯の周辺 から焼 けた粘土片 と共 に出土 したもので、大別 して三種類一― 窯構築材

料 (1～ 10016～ 18)、 窯道具 (11～ 15019～ 23)、 製品 (24～ 51)一になる。

1は レンガであり、両隅 にはレンガ接合のための粘土紐 (16～ 18)が焼 き付いている。 2γ 6は団子型

レンガで、側壁、天丼部 に使用 したものであり、赤羽焼窯特有の
‐
ものである。 7γ 9は柱状の レンガ接合

のための粘土で、10も 同様の働 きをす る一種であろう。

11～ 14は 、つ くで 脚は 3～ 6イ固とさまざまな種類があ り、15も 同様である。19～ 20は粘土紐 を円形 に

したもので、製品をのせた痕跡 が残 っている。

21～ 23は鞘鉢で、箆整形の跡 がある。24～ 26は鉢、甕の口縁部片127は摺 り鉢 、29～ 30は徳利である。

31～ 36は鉢 の底部片で、特 に 31に は重ね焼 きのためのつ くの跡が内側 にあり、高台 には、15の 如 きつ くが

焼 きついている。また削 り高台 もみ うけられる。37は 口縁部 が直立 した皿であり、38～ 39は灯明皿で ある。

40・ 41045は 土瓶、46は 薬壺の蓋で裏 には糸切痕がある。42-44。 47～ 51は急須の破片である。特 に 44・

47は灰色 を呈 した須恵器に似たものである。48～ 51に も糸切痕が残 っている。

以上の出土遺物から本窯で製造 されたものは日用雑器である。また窯の構築材料であるレンガ類の出土

数 が、他の出土遺物 に比べて少 なかったのは、廃窯の際 に、他の新 しい窯 に使用す るため抜 き去 ったこと

も考 えられよう。

3)ま

本窯は慶応 3年 (1868)に 松助の出資のもとに盛右衛門 、五右衛門 によって構築 されたものであろう。

したがって赤羽焼初期のものであるため、赤羽焼の歴史ヾ特 に窯の変遷 を知 るうえで大変意味のあるもの

と思 える。 また、瀬戸や美濃地方 との関連、製糸業 との関連 も考 える必要 がある。

赤羽焼 が、世 にその名を知 らせる原動力となったのは製糸用鍋であり、絶 えまぬ開発であったろう。赤

羽焼の胎土が製糸用鍋 に適 してぃたこともその一因と考 えられる。つ まり、赤羽に産す る粘土は、鉄分を

多 く含 み、製品は軽 く(強 くそれ故 に製糸用鍋専門の窯場 と成 り得たものであり、 ここに赤羽焼の運命す

べてが託 されていたのであろう。また特有のダンゴ型 レンガ (ク レ)を 生み出 したことにも歴史 を支 えた

倉J造 性が感 じられる。 (一条 )

めと
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1。 大久保尻遺跡地形図  ´

2。 赤羽焼カマ ド址実測図

第 230図  大久保尻遺跡地形図 (1:800)お よび赤羽焼カマ ド址実測図 `(1:80)
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第 231図  大久保尻遺跡 ,赤羽焼カマ ド跡出土遺
｀
物 (そ の 1)(1:4)
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8

第 232図  大久保尻遺跡 ,赤羽焼カマ ド跡出土遺物 (そ の 2)(1:4)
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ネ申 送 遺 跡 (KYC)

1)位 置

本遺跡 は、辰野町赤羽 2016番地一帯 に所在す る。荒神山丘陵 を南 に望む、天竜川の東岸段丘上 に立地 し、

南 には、伊那山地 から天竜り||に流れ込む、沢底川 が流 れている。沢底川、天竜の河岸段 丘 と伊那山地 に三方

を囲まれた三角形のテラス状地形で、東から西へ傾斜 している。水田地帯で、山裾 を流 れる東天竜用水 を

使 っている。台地状テラスの南半は、沢底川の氾濫 によると思 われる砂礫の堆積 がみ られる。中央道 はこ

のテラスの中央部 を切 って通過するため、今次調査の対称 となった。 この地 は昭和 47年に圃場整備事業が

行 なわれた際弥生式土器、土師器、須恵器片 を出土 して集落遺跡であろ うと推察 されたところである。県

道辰野～伊那停線 と中央道用地内の間の地籍である。周辺遺跡 としては、県道 をはさんだ山麓 に今回調査

の対称 となった公家塚遺跡、牧垣外遺跡 が北方 に続いて存在する。

今回の調査 は 685+40を AAに 687+90ま でを、 トレンチ とグリッ トを設定 して行 なった。

(小松原 )

2)平 安 時 代 の 遺構 と遺 物

調査の結果、平安時代の竪穴住居址三軒 を確認 した。その配置は遺跡南端 に 1軒、北端 に 2軒で あり、

その距離は 230mに及ぶ。   ｀

ア  i号住居址 (図 233の 20234の i～ 9、 図版 60の 319061の 3230324、 )

遺構、遺跡の北端、県道寄 りに位置 し、 2号住居址の 5m南 に検出された。方形 プランを呈する住居址

でその規模 は南北 3.28mを 計 る。西半は耕作 による破壊で、床面 もはっきりつかめなかった。床面は、砂

礫混 り粘土質の黄褐色土で湿気 を多 く含んでいるため軟弱である。主軸方向は N-22°―Eで ある。

カマ ドは北壁中央 と思われる位置 にある石組粘 土 カマ ドである。形状 は崩れていて明確で ないが 70× 80

cmく らいであろう。組 まれた石は、焼 けて赤変 しているのもあり、焼土 も確認 された。東壁 に沿 って三個

の穴が認め られたが主柱穴 とは思 えない。真中の穴 には、焼土が混入 されてあった。

遺物、出土はカマ ド内とその周辺である。 1は土師器内黒の不で内面 に箆 による放射状 の日音文がある。

5～ 6は甕形土器で胴長の器形 をとる。 5に は外面縦方向 に刷毛 目痕が顕著 にみ られる。 8は須恵器土不で

底部 は糸切底、 9は須恵器長頚壺の頚部片である。 (山 岡 )

イ 2号 住居址 (図 233の 30234の 10～ 19、 図版 60の 320・ 6:の 325)

遺構、 1号住居址の北 に 5m離れて検出された本 llLは 、東壁 に対 し西壁がやや長 いが方形 を呈するプラ

ンで、その規模は、3。 57× 3.75mを 計 る。主軸方向は N-112° 一Eを示す。北西隅 には後世の土渡 2が

6
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図              685+80
図             685+60

685+40

2。 神送遺跡 1号住居

.神送遺跡遺構全体図 (1:800)

3。

″
縣蓬菖跡 2号住居址実測図 (1:80)

:800)および 102号住居址実測図(1:80)
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.第 233図 :神送遺跡遺構全体図 (1



ゴ
7

9

234図 神送遺跡 1・ 2号住居址出土土器 (1:4)
(1～ 9 1住 ,10～ 19 2住 )

O    m
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カマ ド実測 図
1。

2。

3。

4。

5。

6.

第 235図  神送遺跡 3号住居址 (1:80)および 3号住居址カマ ド (1:40)

焼土 ,炭  崎

焼土混 りの粘土
粘土粒黒色土
粘土
黒色土
焼土混 り黒色土

実測 図

掘 り込 まれてある。周壁は浅 く20cm前後であり、床面は黄褐色粘質土で、周壁沿 いは軟弱であるが、中央

部 は堅い面 をもつ。カマ ドは東壁中央やや南寄 りに位置す る石組粘土 カマ ドで上部 は破壊 を受 けている。

焼土は内部一面 に 5～ 7 cmの 厚 さで確認 された。カマ ドの壁外には、 ピットがあり、カマ ド方向 を向いて

やや弯入するが、煙道であるかの確認はない。主柱穴は住居址内にはみとめ られない。南東隅壁外に 2個

のピッ トがみ られるが、本址 に伴 うかどうか不明である。屋内施設 として南壁 に深 さ 10cmの摺 り鉢状の ピ

ッ トが検出されただけである。

遺物、カマ ド周辺 と東壁沿 いの床面 から遺物の出土 をみた。10～ 12は土師器のメで内面 を黒色 に仕上げ

ている。底 はいずれも糸切痕 を残す。16は土師器の皿形土器で高台 をもつ。17～ 18は須恵器の不、19は須

恵器の広口壺口縁部片である。 (八木 )

ウ 3号 住居址 (図 235・ 236・ 237の 45・ 46、 図版 61の 321、 )

遺構、遺跡地南端 に検出された本址は、方形 プランで 4.73× 5。 5mの 規模 をもち、主軸方向 を N-52・ ―

Wに示す住居址である。i黒色土層から掘 り込 まれ、 しかも黒色土層 に床面が構築 されているため、プラン

検出に困難 をきわめた。壁高は 20～ 40cmで あるが軟弱である。床面はカマ ド周辺が堅緻であるが他 は概 し

て軟弱であった。主柱穴は 4隅 に 4個所検出 されている。カマ ドは北西壁中央 に構築 された石組粘 土カマ

一-292-一
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第 236図 神送遺跡 3号住居址出土土器 (1:4)
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l第 237図 神送遺跡 3号住居址およびその他出土土器 (1:4)
(45～ 46 3住 ,47～66 その他)
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ざで、保存状態は 1、 2号住居址のそれと較べれば大変良い。芯に組まれた石は大 きなもので、堅固であ

3。 カマ ドの左部分は 50cmの方形に盛 り上がり注目される構造である。用具をのせる棚的なものであろう

,｀ 。

遺物、出土 はカマ ドおよびその周辺の床面からが大半 を占める。33～ 44は覆土出土で ある。土師器、須

試器の不 が個体数では多い。20は土師器の内黒不で糸切底 をもつ。27～ 32は 甕形土器であり、32でみるよ

うに長胴形の器形 をとる。外面 には縦方向 に内面口縁部 は横方向 に刷毛 目痕がみ られる。また 29に は底部

に本葉痕が施 されている。45、 46は須恵器の広口壺で、45は口径 49cmを 計 る大 きなものであ り、波状文が

3段に施 されている。                     l           (市 沢 )

工 そ^の他の出土遺物 (図 237の47～ 66)

遺構以外での出土遺物 には、土師器、須恵器、灰釉陶器の破片 がある。47～ 50は 、土師器の内黒郊で、

47に は半J読で きないが墨書がある。51～ 54は 土師器の甕形土器の口縁部、底部片である。55～ 63は 須恵器

で、不、高台付椀の破片のみである。66は 須恵器の大 きな広口壺であろう。口縁部径 50c島 を有 る。 64、 65

は灰釉陶器片である。高台付で、壺、椀器形 をとるものと思 われる。 (八木 )

オ 土 墳

本遺跡で 2基の土墳 が検出された。土墳 1は 、 1、 2号住居址 より西方へ 35m程隔たった地点 にあり、

長径 150短径 75cmの 楕円形 を呈す るもので深 さは 50cmの摺鉢状 をなす もので ある。出土遺物 もなく時期

不詳である。

土墳 2は、 2号住居址北西隅 に掘 り込 まれたもので不整形であり、断面は 2段に落 ち込む。時期不明で

ある。                                        (八 木 )

3)ま  と め

昭和 47年の圃場整備事業 に際 して、弥生式土器、土師器、須恵器の出土 をみて集落遺跡 で あると予想

された本遺跡 は、期待 とはいささかはずれて、 3軒の平安時代 に位置づ けられる竪穴住居址 と時期不詳の

土墳 2基が検出されたにとどまっだ。集落の中心はやはり、県道伊那辰野停線 と中央道用地の中間地帯で

ある圃場整備 された水田地帯であることが予想 される。今回発掘の 3軒は、距離的 にも相当隔た りがあり、

1、 2号住居址は集落の北限、 3号住居址はその西限を指すもの と考えられる。かかる意味で、その範囲

をある程度知 り得たことは、今次調査の大 きな成果 といわなければならない。

発掘 さ
｀
れた 3戸の竪穴住居址は、 1・ 2号 とも小規模 なもので、柱穴の確認 もない。鉄器の普及が或 る

程度進んだ時期であるから上屋 を支 える柱 は無論建て られるわけで、柱穴の必要はないと考 えることも可

能であろう。三住居址 とも、土師器、須恵器 を主体 にし、少量の灰釉陶器を伴出 している。

生産 を示 す用具の検出はなかったが、天竜り||が大 きく蛇行する段丘下の沖積平地 は、水田耕作にふ さわ

しいものであったにちがいない

一-295-一
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7。 公 家 塚 遺 跡  (KLB)

1)位 置

本遺跡は、辰野町平出小字大棚 2235番地一帯に所在する。辰野東小学校の南東に位置する山麓の傾斜面

で標高 740mで ある。東から西に傾斜 した南北に細長い地籍であり、標高 730平 ラインに沿って、東天竜

用水が南流 している。この用水の東側は主 として桑畑、西は水田となっている。

山林中には、公家塚 と刻んだ石があり、本遺跡の呼称 となっている。以前は塚があり、その塚はこわさ

れて山林中へ石だけが運ばれたものと聞 く。この塚は九州へ防人に行 く人などが病気のために死亡 した霊

を村人が葬ったものといわれている。

周辺遺跡 としては、県道伊那辰野停線をはさんで南に神送遺跡が、尾根 をこした北に牧垣外遺跡が存在す

る。両遺跡 とも今回調査の行なわれた遺跡である。

今回の調査は、689+40を AAと し東天竜用水路東側 690+00に グリットを設定 し、また用水路西側に

Y区を設け 689+00ま でにグリットを設定 して行なった。表土は浅 く、わずか 20～ 30cmで 礫混 りのローム

に達 した。

2)縄 文 式時代 の遺物 (図 238)

発掘調査の結果、遺構の検出はなかった。わずかに縄文中期後半の土器片をみたのみである。 1～ 5は

渦巻文、綾杉文を施す、加曽利E式土器に比定 されるものである。

3)ま  と め

過去の分布調査で も縄文中期土器片 を採集 してお りヾ今回出土のもの と内容 を同 じにす る。地形からし

て、住居 を営 なむには余 り適地 とは思 われない。狩 りょう採集の場所であったと思 われる。

(福沢 )

第 238図  公家塚遺跡出土縄文式土器 (1:3)

7ハ
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8。  牧 垣 外 遺 混亦 (MCA)

1)位 置

本遺跡は、辰野町平出小字牧垣外 2217番地一帯に所在する。辰野東小学校の東に位置する山麓で、標高

730mラ インを山麓に沿って東天竜用水路が南流 している。水路の東は緩斜面の畑で、小尾根間の谷間ヘ

続 く。西は、階段状の水田が県道伊那辰野停線まで続 く。中央道は用水路東の山麓地帯を大 きく山を削 り

取って通過するため、今回の調査はこの緩斜面の畑地帯を行なった。

周辺遺跡 としては、小尾根を越 した南に公家塚遺跡、小尾根 を越 した北に大窪遺跡があり、いづれも今

回調査の対象になったものである。

調査は 691-「 00を AAと し、691+90ま でグリットを設定 して行なった。

2)遺 構 と遺物

ア 縄文式時代の遺構と遺物 (図 239)

A地区E49,48に径 40cmの焼土面が確認 され、附近から散発的に土器の出土をみた。谷筋になっていて

グリット掘 りの所見から土砂の再度に及ぶ堆積があり、各時期の土器が混在 していた。

出土土器は 3群 に大別できる。 1群は、縄文を有す灰黒色の 1、 半裁竹管工具による平行沈線文の 6・

7010020、 などで縄文前期末に比定されるものである。 2群は 8・ 12013・ 15な ど縄文中期中葉のもの、

3群 は26、 27に代表される磨消縄文を有する縄文後期前半に位置づけられるものである。土器の出土量は

少なく全部で 40片のみである。

石器、 1～ 4の打製石斧のほかに、 5の尖頭状石器、 6の 両側に景J離調整をもつ両刃のスクレーパー状

石器がある。また 7の石鏃の出土もあった。

イ 平安時代 の遺構 と遺物  1

ア)1号住居址 (図 240、 図版 63)

遺構、調査区のほぼ中央尾根筋に検出された本址は、方形プランを呈する南北 4mを 計る規模の住居址

で主軸方向を N-128° 一 Eに もつ。 東から西へ傾斜する地形に作 られたため、北壁・東壁は高いが、西

へ行 くほど低 くなり、西壁は確認することができなかった。床面は平坦でぁるが、やや軟弱である。カマ

ドは、東壁中央に位置する石組粘土カマ ドであり、上部は破壊 されているが規模はほぼ判明する。内部は

よく焼け 5～ 8 cmの 焼土の堆積がみられた。カマ ドの南には貝宇蔵穴と思われる深さ30cmの 穴が掘られてあ

り、床面上には他に6個所のピットが存在するがいずれが主柱穴が判断しかねる。

一-297-一



遺物、出土遺物に土師器、須恵器、鉄製品がある。30は 土師器内黒不口縁部片であり、31034は甕の底

部である。31に は縦方向、34に は横方向の刷毛目状痕があり、糸切痕が残る。32は 須恵器甕底部である。

鉄製品 35は 不明。この他、灰釉陶器小破片の出土もみた。             l

3)ま  と め

天竜り|1左岸の伊那山地山麓に位置する本遺跡から、縄文前期末、中期、後期の土器片と焼土面、平安時代

の竪穴住居址 1軒を検出することができた。糸電文期のものは量的に少なく、わずかに生活の痕跡 を認めた

に過 ぎない。 しかし一時期のみの訪れでなく再三にわたるもので、本遺跡周辺は、住居を構 えるには不都

合な場所であっても、採集経済における生活の糧を得 るには良好な地であったと思える。それに天竜川に

沿ったこの地は、通路としての道筋に当たっていたことも予想される。その結果が単一日寺期のみに終わら

ないものと思える。

検出された平安期の住居址は、小規模住居で柱穴も明確 なものではない。土師器、須恵器の他 に少量の

灰釉陶器を伴っているものである。散在的な在 り方で、遺跡の中心は西方水田地帯と思われることから、

本址 は、東限 をさす と同時 に、最高位 に営 なまれたものといって差 しつかえない。 (山 田 )

大 窪 遺 跡 (OAA)

1)位 置

本遺跡 は、辰野町字平出小字大窪 2413の 2番地―帯 に所在する。天竜り|1左 岸、平出下町の東山麓に、石

棒 を御神体 として奉ず る法性神社が存在する。 この法性ネ申社の裏山、すなわち伊那山地の山腹 に近 い位置

に本遺跡 はあ り、標高 750～ 760m地点である。中央道 は本遺跡の項部 を横切 って南北 に通過す るため今

回の調査 となったが、遺跡の中心は下方である。

遺跡の北方 には、昨年度調査の越道遺跡、山の神遺跡 があり、やや北西へ下った地点 には、辰野町唯一

の古墳である「御陵塚」「御射宮司古墳」 がある。古代東山道の道筋で もあ り、延喜式、吾妻鏡 に見 えて

いる信濃御牧の一つである「平井手牧」の所在地 とも推定 されている一帯で、古 くから続 く歴史の痕跡 が

濃厚 にみ られるところである。

今回の発掘調査 は、山腹の二つの尾根間の凹地で行 なわれた。山からの押 し出 しによる黒褐色土層 が厚

い。693+60を AAと し、BEま で、巾 40～ 53に グリッ トを設定 して行 なった。

2)縄 文 式時代 の遺物 (図 241)

遺構の検出はなく、土器片が少量出土 したにすぎない。出土 した土器は、いずれも縄文中期初頭に比定

9
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第 239図  牧垣外遺跡出土土器・石器 (1:3)
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されるもので(半裁竹管工具 による平行沈線文・爪形文が施 されている。

3)ま と  め

今回の調査 は、遺跡地最東端の山腹部の調査 とい うことで遺構の検出は始めから期待で きなかった。 し

か し、土器片 を得て、生活の痕跡 は確認で きたことになる。出土土器は縄文式時代中期初頭のもので、編

年的 にも、型式的 にも多 く問題 をもっている二群である。今回その資料 を加 え、東山麓 に沿 って刻時期の

遺跡 が点在することから、この時期 における遺跡立地 が今後問題 とされよう。      111″

遺跡の中心は、法性神社前方 に広がる平坦地であろう。また法性神社の御神体 が「石棒」|で あるとぃ う

こともおもしろい。古い型態の信仰 と思 われ、石神 につ ながるものではないだろ うか。
.出

土地不明であり、

拝観不能 とい うことで形態 も不明であるが、
:祭

礼の際、あやまって落 したのを見た婦人達 が顔 を赤 らめた

とい う話 から有頭のものであろ うと思われる。 (市沢 )

O                         10,cm

第 241図 大窪遺跡出土縄文式土器 (1:3)

(DGA)10。 堂 ケ 入 遺 跡

、図版 64、 )1)位 置 (図 6.

本遺跡 は、辰野町平出堂ケ入 292102931と 2882番地一帯 に所在する。伊那山系のの山腹 に位置 し、天竜

川 に向うて傾斜する尾根 と尾根の間の凹地 に立地する。井出の清水遺跡の南にあり、平 出上町、高徳寺 ま

で続 く傾斜 した丘陵 となっている。中央道はこの山腹 を南北 に切 って、遺跡の東端 をかすめて通 るため今

回の調査 となった。現在は畑地 となっていて、山裾の東天竜用水まで、それが続 く。標高 740～ 760mの

地点である。

調査は小尾根 をはさんだ南側の丘陵 と北側の凹地 に、706+40を AAと して行 なった。南側 は 706+40

から、707+70ま で、巾 48mに グリットを設定 して行 ない、ゴヒ側は 708+80か ら710+00ま で、ほぼ全面

発掘 を行 なった。 この地は、かって大雨毎に土砂の押出 しがあって、・層序 は地点毎 に複雑 な様相 を示 して

いる。20 cmで ロームに達するところもあれば、140cmで ようや くローム層移行の褐色土層 とい う地点 もあ

る。伝承では、かつてこの地 に高徳寺 が存 したが、山津波のため、平出地籍 に移 ったとい うこともあって

哺 劇|卜
4

層序 との間に共通点が感ぜ られる。

一-301-一
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2)遺 構 と遺 物

ア 縄文式時代の遺構 と遺物

ア)1号 住居址 (図 242。 2440245。 246の l t16、 図版 65066、 )

遺構、 2号住居址の東隣 りに接 して検出 された本址は、大略東から西へ傾斜 した土地 に構築 されたため、

西壁は不明確であるが、南北 4.02mを 計 る規模 の円形プラン住居址である。発掘中、覆土中に多量の自然

石が、住居址中央辺 に密集 して検出された。土砂 くずれによる堆積 とは言い切れない状態であるが、如何

なる所産 かは判断 に苦 しむ。隣接の 2号住居址 には認められず、本址 に何 らかの目的 をもった故意の石の

投げ入れがあったものと思われる。

本址壁の状態は、西側は消滅 し、東壁 は垂直 に近 い角度で掘 り込 まれているが軟弱であり、その高 さは

35cmを 計 る。西へ行 くにつれてその高 さを減ず る。床面はローム土へ小礫の混在があって良好 とはいえず、

また軟弱で もある。北壁沿いに貼床 が検出された。住居址の中央辺 とゃゃ北寄 りの 2個所 に焼土 が認め ら

れたが炉址 とは断定で きない。柱穴 とおもえるピットが周壁 に沿 ってい くつか検出されているが、主柱穴

がどれかは判断 に苦 しむ。貼 り床の存在 と、南東周壁 にみ られる有段 から、建て直 しが行 なわれたのでは

ないかと推察 される:

遺物、覆土の下層から床面 に多 くの土器片 と石鏃および黒曜石片の出土 をみた。

土器は、諸磯 C式、十三菩提式 に比定 される縄文前期木のものである。 1～ 4は結節状浮線文土器であ

り、 2に は、ボタンイ犬突起が付 けられている。9～ 13・ 31は 、平行条線文が綾杉状 に施 され、二個一対の

ボタン状貼付 がある。この種土器は、平縁のほかに波状口縁 をもつ ものがある。14～ 29は 、平行沈線文 が

直線状 または曲線で器片 に描かれる一群で、中にはレンズ状 (20)に 施 されるものがあり、特長 となって

いる。この種土器の底部は、28・ 29に 見 るように、底部が突 き出たイ犬態で、腫辞『からの立 ち Lが りは内傾

する特色 を有する。33は 口縁部 および突起 に円形竹管文を配列 し、格子状の平行沈線文 を区画内 にもつ も

ので、本址からの出土量は少ない。34～ 40・ 42～ 43は、口縁部 に三角形印刻文 をもち、その下 に結節状浮

線文 を口縁 に平行 に施 してある。更 にそれが胴部へ円弧 を描いて付 されるものと、羽状縄文 をもつ ものと

がある。赤褐色 を呈 し焼成のよい土器である。50～ 55は 、沈線文間に太形沈線 をもつ一群である。46～ 490

56～ 59は刻 目浮線文 を有するもの、63～ 66は縄文 を地文 とするもの等で、本址出土土器は、文様構成から

しては多様性 をもっている。これ ら土器からして本址は、縄文前期末 に位置づ けられよう。

石器は、石鏃 (1～ 8)石錐 (9～ 11)景J片石器 (12～ 15)磨 石 (16)が出土 している。 (山 岡 )

イ)2号 住居址 (図 247・ 248・ 249の 107～ 1350246の 17～ 31、 図版 67069)

遺構、 1号住居址の南隣 りに検出 された本址は、5.5× 5mの 規模 をもつ円形プランの住居址である。

傾斜面 に構築 されているため、北から東の壁は 50cmと 高いが、南 と西壁は認め られない。主柱穴 は、ぉそ

らく5ちであったと思われ、床面上 には、補助的 な支柱 になるか 10個所ほどのビットが存す る。床面は南

半分がやや軟弱であるが、北半は堅 く良好である。中央 に浅 い凹みをもった焼土があり、地床炉 と考えた
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い。本址南には、土渡 2～ 6が検出 されている。

遺物、出土遺物 に石器 と土器があるι土器は内容的 に 1号住居址 と同類 に考 えられるもののみである。

70～ 74は 、結節状浮線文土器、75～ 89は平行沈線 を施す二群である。綾杉状 または レンズ状 に描 かれてお

り、ボタン状貼付文 をも1つ 。底部の立 ち上が りも、この種土器の特長 を示す、内傾 したもので ある。000

91に代表 される、口縁 に沿 って三角形印刻文が施 され、その下 に結節状浮線文 をもつ一群 は、その下 に縄

文 を有するものと思 える。 92・ 93099の円形竹管文 を回縁部 にもつ ものは、 1号住居址で も出土 してお り

胴部 に格子状の平行沈線文 を区画帯 として持つ ものと思 われ、980105、 が同種であろ う。 101も その種 と

同 じだが口縁部 にヘ ラ状工具 による刻 目をもつ点 がやや異 なる。107～ 121は 口縁 に三角形 印刻文 をも ち

太形沈線文 を有す る一群で ある。122～ 135は地文 に縄文 を施 すもので ある。か よ うに、 1号住 居址 と同

様、文様構成 に多様性 をもつ土器で、前期末 に比定 される土器であることか ら、本址の時期 も、そこに位

置 したい。

石器は、打製石斧、磨石、石皿、石錐、石鏃、景J片調整石器、局部磨製石器等の出土 をみた。 (市沢 )

ウ)土  墳 (図 2470249・ 2500251の 178～ 1810246の 32～ 34、 図版 68069の 348)      :

土渡群は、土渡 1, 8が住居址 より北東へ約 50轟 離れた地点 に検出 されたが、土渡 2～ 7は、住居址 に

隣接 し、ほぼ直線的 な配置 を示 して確認 された。

a)土 渡 1

土渡 8の東側 に並んで検出されたもので、径 lmの 円形 を呈 し、深 さ 28cmで ある。出土遺物はないが、

時期は土墳 8と 同 じものと思われる。

b)土 墳 2                 :

2号住居址の東側 に位置 し、土墳 3と 重複するが前後関係 はつかめなかった。楕円形 を呈 し長径 1:lm

深 さ 60cmで ある。下部 より人頭大以下の礫 および炭化物が検出 された。

出土遺物 は土器片だけであるが、量 は少 ない。136は刻 目浮線 文 を有する口縁部片で、縄文前期末 に比

定 される。

c)土 渡 3

土渡 2と 重複 して検出された。楕円形 を呈 し:長径 90cmを 計 る。袋状のピッ トで深 さは 90cmあ る。土墳

2と の前後関係 は明確 に把握で きなかったが、境 と思 われるところに平 らな石 をたてている。上部 から下

部 に至 るまで、礫 があり、中ほどに土器片が集中 していた。更 に下部 にも土器片があって、多量の炭、焼

土が検出 された。

遺物 は土器片だけである。 137～ 144で 、 1370138に は亥」目浮線文、 139-140に は平l行
,尤線文力潮竜され

ている。144に は渦巻状沈線 が施 され、穿孔が口縁部 にある。縄文前期末の土器である。

d)土 墳 4

土渡 3と 接 して検出 されたもので、径 lmの 円形 を呈 し、深 さ 70cmの招 り鉢状 をなす。上部 から中ほど

に至 るまで、人頭大から挙大の礫が不規則 に包蔵 されていた。その礫 と一緒 に炭化物、土器片、石器の出

土 をみた。

遺物は土器 と石器がある。145・ 146は器形の判明するもので口縁部 と胴部である。口縁部 はやゃ内弯
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し口縁 に平行な指圧痕 をもつ隆線で、文様帯が三分 されている。 上は斜方向、隆線間は縦方向の平行沈線

文が細 かに引かれ、更 にその上から斜方向 に沈線 が施 されたものである。胴部は縦方向の沈線で区画 を作

り、平行沈線文が鋸歯状、山形状 に付 されてお り、胎土、焼成 とも良好である。同一個体 と思 われる。

147～ 148は 、条線文の上に粘土紐 を貼布 し、結節状浮線文 を作っているもの、149～ 152は 平 行条線文 を

施 したもの、153は ヾ三角形印刻文 と太形沈線文 をもつ もの等で、これら土器は縄文前期末 に比定 される。

石器は、石鏃 とま」片調整石器の出土 をみた。

e)土 墳 5

土墳4の 南西に検出されたもので、径lmの円形を呈し、深さはは30cmと 浅い。遺物の出土|キ ない。

f)土 渡 6

径 90cmの 円形で深 さ 60cmを 計 る柱状のものである。炭化物、土器片、石鏃の出土 があった。土器片は

154～ 169で 、刻 目浮線文、平行沈線文 をもつ前期末のものであiる 。

g)土 墳 7

不正円形で長径 120cm深 さ 23cmの摺 り鉢状の穴で、内部 に炭化物 をもつ。土器片は上部 から出土 した。

170γ 177の土器片で、170は波状口縁部片で、条線 と半裁竹管工具の押引 きがみ られ、ボタン)1犬貼付文 が

2個 1対で付 されている。174～ 176は 、三又イ大文 と三角形沈線文が特長的 なもの、177は斜格子状文が施

され、頚部 に橋状の把手をもつ。前期末 に比定 される一群である。

h)土 渡 8

土渡 1と 並 んで検出されたもので、径 1.lmの円形 を呈する深 さ 50cmの摺 り鉢状の穴 で ある。土 器 1

個体分の破片 を出土 した。178～ 182で 、口縁部 に連続爪形文 をもち、平行沈線文が規貝J的 に施 される土器

である。胴部 には糸電文 をもつ。前期末～中期初頭 に比定 される土器である。

i)土 渡 9 (図 260の 5・ 262の 73、 図版 68の 342)

1～ 8の 土渡は、E・ F区 に検出されたものであるが、土渡 9は 、尾根の南側A区 に検出 されたもので

1～ 8と 時期的 にも異 なる。

土墳 9は 、東から西へ傾斜 した丘陵 に、南北 5。 7m東西 3.lmの 掘 り込み内に、更 に掘 り込 まれたもの

で、南北 2。 45m、 東西 lmの長方形 を呈す る。深 さは掘 り込み内から20cmで あり、多量 な炭化物に混っ

て熙寧通宝 と思われる古銭片の出土があった。中世 に位置づけられるものであろう。

工)集石 1～ 3(図 260の 2～ 4)

1号住居址の北西側 に 3個所の集石が検出された。形状は一定 しないが、60～ 100cmの範囲に挙大 ～人

頭大の石が一括 されている。黒褐色土層の上に集石 されるが、その間層 に砂利層 が認め られ、遺物の出土

はなく、時期不詳で ある。 (八 木 )
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オ)そ の他の出土遺物  (図 251の 183～ 21o02520253、 図版 70)

遺構外の遺物は 2号住居址 と墓址群 との間 に多 く出土 した。土器は 102号 住居址および土渡出土の も

のと同時期 (縄文前期末から中期初頭)の ものの外に、縄文後期前半のものが少量出土 している。

184～ 194は結節状浮線文のみ られるもの、195～ 205は平行沈線 をもつ もの、206～215は 、三角形印刻

文 と連続爪形文 を特長 とす るもの、216～219は太形沈線文 に特長のあるもの 、220～229は 平 行沈線が規

則性 をもって施 された り、格子状 に施 された りす るもの、230～238は糸電文 を有するもの等で ある。238の 図

上複元 した土器は、胎土はもろく、器外面は暗褐色、器内面は灰黄褐色 を呈 し、異質な土器であり、関西

系のものと思 われる。口唇の折 り返 し部 と器外面全体 に糸電文が施 されている。

239は 波状口縁の上 に突起 をつ けたもので、縄文中期最末 から後期初頭 に比定 されるもの、240～245は

隆帯上 に刺突文 をもつ もので堀の内Ⅱ式 に比定 される。

石器は、E区より、打製石斧 (63～ 82)、 磨製石斧 (83～ 84)、 敲打斧 (85)、 凹石 (86～ 88)、 石皿

(89～ 90)、 石鏃 (35～ 50)、 石匙 (51・ 54)、 景J片調整石器 (52)、 両面調整石器 (53055)、 景J片石

器 (56～ 58)が出土 している。B区からも打製石斧 (59～ 61)が出土 している。 また、262図 の 98099の
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イ 中世の墓址と遺物     |

ア)墓址と遺物 (図 255～ 2590161～ 263、 図版 71～ 75)

墓址は、 1・ 2号住居址の南西に集中 して発見 された、31基の火葬墓群である。南ゴヒ方向 に通 りをなし

て配置 され、西側 には賽の河原 を思 わせ る一面 に敷かれた小礫 が広が り、南西 には墓域の境界と思われる

配石 1(図 260の 1)がある。遺構 は表土下 90γ 100cm、 第 4層 目の黒褐色土 層 に造 られ、上面から角釘、

骨片 が多数出土 した。 また同 じ面 に小 さな河原石 が散在 してあり、これは、山からの土砂崩壊のためのも

のと思われ、遺構全体 もそのために攪舌Lさ れて上面 の川原石や角釘、骨片等 も流 れているもようである。

従 って完全 な姿で遺存 している墓址は数少ない。

墓址群 を大別す ると、 1は、川原石のあるもの、あるいはあったと思 われるもの (1～ 21・ 23～ 27・ 31)

2は、川原石および礫 をもって構築 しないものに分 けられる。 1は大小の河原石 を方形 あるいは長方形 に

配 したもので、中には墓標的 に大 きな平石や尖った石 をもつ ものもある。 2は、いわゆる墓渡のみで、石

を配 した形跡のないものである。以下一覧表 にまとめる。

堂ケ入遺跡 墓址一覧表

墓址番号 挿図番号 形  状 雛 東西×謂 出 土 遺 物  (挿図番号) 形 態

256 長 方 形 110× 150 上面から角釘
小礫は認められず、角礫が多少くずれて残存、抱石と

思われるものあり、_

2 256 長 方 形 160× 190 骨片、炭化材、上面から角釘

角礫を周囲に組み中に河原石をつめる。河原石の下に

平石がおかれる。骨片と多量の炭化材 (径 3～ 5 cmの

九大)、 焼土が混入し、また角礫をくだいたと思われ
る石くずが混在。深さ35cmの墓墳をもつ。

256 方  形 120× 110 骨粉、角釘 (263の 8)
方形に角礫を組み中に河原石をつめる。深さ15cmの 墓

墳をもつ。

方  形 120× 130 骨片、角釘 (263の 9～ 11)

方形に角礫を組み中に河原石をつめる。川原石の下は
深さ35cmの墓墳となり、中に骨片、炭、焼土混りがあ
るも底面に抱石と思われる石あり。

256 方  形 160× 160 骨片、角釘 (263の 12)

方形に角礫を組んだと思われる力〕|1原石は認められな
い。骨片焼土まじりの層がある。有段の墓壊をもち、
底面との中間に抱石と思われる石あり。

257 方  形 140× 140
骨片 多数、角釘 (263の 13～ 17)

五輪塔 (261)

角礫を方形に組み、川原石をつめる。中央に平石を2

枚重ね、その上に五輪塔の空、風、火各輪部が置かれ

る。軽石製で、空、風輪が一石で、火輪とは棒状のも

のでつながれたと思われる。平石の下に骨片が多量に

あり、炭がまじる。墓渡をもっ。

256 方  形 80× 90 骨粉、上面 よ り角釘
角礫を組み、真中に、墓標的な丸石をもつ、石の下は

炭混りの黒色土で浅い凹み

257 不  明 (180)× (150) 骨粉、角釘 (263の 18～ 20)
形状は崩れて不明確だが、川原石が敷かれてあり、墓

渡をもつ

257 不  明 骨粉、
形状不明、墓標的な石をもつ、墓渡をもち、炭、骨粉

まじりの黒色土層がある。
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墓址番号 挿図番号 形  状 規模東西×南北 出 土 遺 物  (挿図番号) 形 態

257 不  明 (100)× (?) 骨片、
一部の角礫が残るのみ。墓渡内に骨片、炭混りの黒色

土層あり。

257 不  明 (100)× (120) 角釘 (263の 21～ 23) 大きな角礫のみ残る。内に石 1個 あり、

方  形 110× 90 大 きな角礫 を配置す る。20と 接す る。

方  形 100× 100

上面に方形に礫を組み、東寄りに墓標的な石をもつ6

その下20cmに 55× 80cmの長方形に礫を組んである。

間は、炭混りの黒色土である。

258 方  形 110× 110

平石 を方形 に組み川原石 を敷 く。川原石の下 に平石が

更 に配 されている。墓渡 をもち、底部 に抱石 と思 われ

る石 あ り。

258 長 方 形 60× 100
平石と角礫を長方形状に配してある。26と 重複。

西側に墓標的な丸石あり。

258 長 方 形 90× 140 角釘 (263の 24～ 25) 大きな角礫を組む。

258 長 方 形 75× 115 平石を中央に置きその上に角礫を組む。

258 長 方 形 70× 110
大きな角礫を4個 方形に組み、すき間に人頭大の角礫

をつめる。

258 方 形 ? 140× 130 挙大から人頭大の礫が敷かれている。

20 257 長 方 形 40× 80 12と 接し、約30cmの角礫を南北に4個組む。

259 長方形 ? 120× 150 人頭大の礫を敷いてある。

22 259 円  形 120× 100 角釘 (263の 26)
円形の掘り込みが明瞭で、上面に

'可

原石をもつ。角礫

を組まない。深さ36cmで、灰おょび炭層がみられる。

259 長 方 形 120× 210

土師器小皿 4(262の 1～ 4)ナ不

2(5～ 6)刀子 (7)ガ ラス玉

(106)畷 略 (107～ 108)

最も整然と組まれた墓址。底面、側壁に平石を組んで
石室を造ってある。上面は角礫で方形に組み、中に河
原石を敷きつめてある。土師器はすべて右回転の糸切
底を持ち、 1と 2、 3と 4は 口縁を合わせて組になっ

て出土。

259 方形 ? 85× 110
角礫を方形に組んだものと思われる。中央に灰の層

がある。

長方形 ? 150× 80 崩れているが、礫 を長方形 に配 した もの と思 われる。

長方形 ? 150× 70 大きな礫を長方形に配したものと思われる。

方形 ? 75× 110 崩れているが、人頭大の礫を使用している。

259 円  形 75× 80 骨片
中央に骨片と骨粉が集中,し ている。石を組まないもの

である。炭を含む。

255 不  明 骨粉
骨粉が集中してあり、炭が混じる。石を組まないもの

である6

255 不  明 骨粉
骨粉が集中してあり、炭が混じる、石を組まないもの

である。

長方形 75× 95 角礫が組まれてあり、炭混りの深さ35cmの 墓墳をもつ。

イ)溝状遺構 (図 260の 6)

墓址のゴヒ側上部に認められた、巾

内に充満 しており、墓址に関係ある

出土遺物もなく不明である。

25～ 40、 深 さ約 20cmの もので、11

ものとは考えられない。農耕の う

(山  岡 )

本帯状 に配列 している。砂利が凹み

ねとも考 えられず、性格、時期 など

一-319-一
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第 261図 堂 ケ入遺跡墓址 6出± 6五輪塔実測 図 (1:8)

ウ)そ の他の出土遺物 (図 246の 62・ 262の 74～ 1050263の 27～ 72)

C区の溝 を呈 した地点から石臼 (246図 62)が 出土 した。安山岩質のものである。

鉄製品・角釘でそのすべてがE区からの出土である。折曲頭形のものが圧倒的である。 8～ 9 cmが多い

が、14cmに及ぶ長いもの、 4～ 5 cmの ものもある。この他 に刀子 (95)、 不明鉄片 (96)が ある。

土器・須恵器蓋 (101)灰 釉陶器片 (102)内 耳鍋片 (103～ 104)、 招 り鉢 (105)が出土 している。

土製品 0紡錘車 (100)がある。

青銅製品 094の キセルが 1点 出土 している。

古銭・嘉祐元宝 (1056～ 1063年)(74～ 75)不明 (76～ 77)が ある。 (山  岡 )

3)ま  と め

天竜り||の東側、伊那山地の西 に張 り出 した小尾根の間の凹地 から、縄文時代前期末の竪穴住居址 2軒と

土渡 8基、中世の墓址群 と配石址 を検出 し得た。更 に尾根の南側の傾斜面では、中世 と思 われる土渡 1基

の検出もみた。

縄文前期のそれは、山ふ ところの限定 された微地形 に営 なまれた 1つ の集落形態 を示す ものとして興味

深い。土器は、結節状浮線文、平行条線文及び平行沈線文、太形沈線文、三角形印刻文等の文様構成 をも

つ、諸磯 C式、十三菩提式の土器片が大部分 をしめ、少量五領ケ台式土器 も混在 してお り、前期末から中
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期初頭 にかけての一括 した好資料 を得たことになる。また映状耳飾の出土 もあって、北安曇郡姫川流域 を

中心 に広がる滑石文化圏の一遺跡 としても位置づ くものであろう。

墓址群 に関 しては、朝 日村史 によると、この堂ケ入地籍 に倉J建年代 は不明であるが、雲竜山清水寺惣持

院 と称す る七堂伽藍の道場 があり、後寛正元年 (1469年 )に平出上町へ移転 し、妙雲山高徳寺 と改称、建

物は天正 10年 (1582年 )に焼失 と記 されている。す くなくとも当墓址群は、この高徳寺の前身に関係 ある

ものと思 われ、移転す る以前、すなわち 1460年 までに造 られていたものと考 えられる。古老及び住職の話

では、鐘つ き堂跡 とか、土砂崩壊 (山津波)で鐘 が転落 していって天竜川の渕 にとどまったとかい う伝承

が生 きて巻間に会話 されているとい う。

墓址群 は、庶民階級の墓であり、当時は整然 と南北 に 5な い し6列 に並んでいたようである。墓址の中

央辺 には、墓標 となる石が置 かれていたと思 われ、いくつかにはそれが残存 していた。餓鬼草紙にみ られ

る墓であったと思 われる。 また墓址 6に 置かれた五輪塔 はどこか別の ところか ら持 って来たものと考えら

れる。空、風、火輪のみで水、地輪はなく、平石 がそれを代行 している。何 も刻 まれてはいない。 また墓

址 23は、墓址群中、最 も整 った形態 をもつ もので、出土遺物 も土師器、刀子、ガラス玉、F妾略の垂飾 り仏

具 と豊富で きわだったものである。川原石 は 1つ 1つ 水洗 い し、確認 したが何 も書かれていなかった。

土器型式の上で問題点 をもつ縄文前期末 から中期初頭 にかけての住居址 と一括 した土器・石器を得たこ

と、更 に中世 の墓址 を検出で きたことによりその墓制研究の上で、それぞれ問題提起 に資す るものを多 く

得たことは大 きな成果 といえよう。 (山 岡 )

11。 藤 の 森 遺 跡

1)位 置 (図 7、 図版 76の 376)

(HUA)

本遺跡 は、辰野町平出小字込山 729、 沢頭 704番地一帯 に所在する。上平 出部 落から前沢川 に沿 って伊

那山地へ入 った。谷間の傾斜地で、沢頭、沢入口遺跡 とは地続 きで、同一遺跡 とみてよい。前沢川の右岸

には当遺跡の呼称 となった藤の森が存在 し、豊富な湧水 に恵まれ、上平 出部落 に水 を供給 している。遺跡

地 は前沢川の両岸がその範囲 となり、中央道 は、川 に沿 って南北 に通過す るため、今回の調査 になった。

現在川 に沿 った地点は小水田が、傾斜地 は畑 があり、かっての分布調査の際は、縄文中期土器片、石鏃、

黒燿石片等 を得ている。

今回の調査 は、川の東は、713+20を AAに 、713+90ま で、川の西は 714+40ま で にグリットを設定 し

て行 なった。地層は川の氾濫 を受 けていて、畑地 と水田では異 なるが、一般的 には、耕作土、黒色土、黒

褐色土 と移行 し、ロームヘ と続 く。

2)遺 構 と遺物
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ア 縄文式時代の遺物 (図 2640266の 32～ 38、 図版 76の 378γ 379)

川の東、山のつ け根 に当たる畑 から、集中的 に量は多 くないが、縄文中期土器片 と石鏃の出土 をみた。

7は器形の判明するもので、浅鉢形土器であり、糸電文 を地文 とし懸垂文が施 されている。 1‐ 2は繊維土

器である。

イ 弥生式時代の遺物 (図 264の 11)

一片のみであるが、波状文 をもつ弥生後期土器の口縁部片の出土 をみた。

ウ 平安時代の遺構 と遺物

ア)1号 住居址 (図 2650266の 12～ 25、 図版 76の 377)

遺構、前沢川の西岸 に検出 された本址は、4.03× 4.18mの 規模 をもつ方形 プランで、主軸方向をN一

100° 一Eに示す。壁は、北から南に傾斜 した土地のためゴ帥 jが高 く、南側 は低 くわずかに認 める程度であ

る。床面 lな ローム土 をかためているが東半は堅いが、西半はやや軟弱である。床面上 には、 ピットが 3

個所確認 されたが、主柱穴 とは判定 し難い。カマ ドは東壁中央やや北寄 りに構築 された石組み粘土カマ ド

である。カマ ドの西側床面上 には、やや浮いて、人頭大の石 が散在 している。

遺物、住居址覆土 とカマ ドからの出土で、土師器 と灰釉陶器がある。12～ 20は土師器で、12～ 18は不形

土器片である。12は 内黒であり、底部 は糸切底 が多い。19020は 甕形土器であり、器内外面 に刷毛 目状の

調整痕がみ られる。21～ 24は灰釉陶器片であり、25は 不明鉄片である。

イ)そ の他の出土遺物 (図 266の 26～ 31039)

遺構 に伴なわないで出土 したものに、26～ 30の 土師器と 31の 中世陶器片、39の 古銭がある。

3)ま  と め

沢入口、沢頭、藤の森の三遺跡 は、地形的 に地続 きであり、同一遺跡 とみてよい。沢入口遺跡の 5軒、

沢頭の 1軒 と本遺跡検出の 1軒、計 7軒の平安時代の住居址は、灰釉陶器 を伴 なった同時期の ものとみな

され、狭い谷地 に営 なまれた山村集落の一型態 として把握で きよう。また、縄文前期・中期・弥生後期・

平安期 と断続的にこの谷地が生活の場 とされていたごとも判明 した。地層 に見 られた前沢川の氾濫 を除 け

ば、山菜、川魚、鳥獣 と恵まれた自然 を有 し、また、湧水 にも恵まれて生活 し易い場所であったと思 われ

る 。 (小松原 )
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O    cm

第 264図 藤の森遺跡その他出土土器

第 265図 藤の森遺跡 1号住居址 (1:80)

8

(1～ 6

褐色土層

焼土 まじり黒褐色

藤の森第 1号住居址カマド実測図

およびカマ ド (1:40)実 測図
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(12～25 1住 ,26～ 39 その他出土 ,40・ 41 沢頭その他 ,42～ 43 沢入口その他 )
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12。  冽民

図版 77)

頭 遺 跡 (SWB)

1)位 置 (図 7

本遺跡 は、辰野町平出小字沢頭 654～ 658番地一帯 に所在す る。上平出部落から前沢川 に沿って伊那山地

へ入った谷間の傾斜地 に立地 し、沢入口遺跡 と藤の森遺跡 にはさまれた中間に位置 している。三遺跡 は地

続 きであり同一遺跡 とみてよい。上平出部落 から入 った道路は、前沢川 に沿 って上 り、沢頭地籍で三分 し、

北上すれば、駒沢開拓 を経て岡谷市花岡へ、東進すれば上野部落へ通 じる。便宜的 に、上野へ通ず る道の

北 を沢入口遺跡、道下、すなわち南を本遺跡 とした。北 から南へ傾斜 した地形 を示 し、川沿 いには小水田、

傾斜地 には畑が営 なまれている。                               l

今回の調査 は前沢川の東西両岸で行 ない、714+40を AAと し715+20の道路際 までにグリットを設定 し

た。前沢川の氾濫で、耕土下には礫が含 まれ、礫混 り黒色土が深い。

2)遺 構 と遺 物 (図 267、 図版 78)

ア 縄文式時代の遺物

縄文期の遺物 として土器 と石器の出土 をみた。土器は、縄文早期 に比定 される山形文土器片 (10～ 11)

と縄文中期土器片 (1～ 9)である。石器は 266図 40の 石鏃 と、278図 の 11～ 13の打製石斧、敲打器で

ある。

イ 平安時代の遺構 と遺物

ア)1号住居址 (図 26ウ 、図版 78の 383・ 385)

遺構、前沢川の東岸に検出された本址は、3.40× 3.70mの 規模をもつ、隅丸方形プランの住居址で、主

軸方向を、N-7° 一Eに示す。ローム土を掘り込んだ壁高は 15～ 20cmと 低く、床面はやや軟弱で良好と

は言えない。主柱穴は 4イ固所に確認され、 その並び方は不規貝Uで あるが、 |よ ぼ四隅にある。カマ ドはゴL壁

東隅に寄って構築された石組粘土カマ ドで、規模は 90× 60cmで火床はよく焼け焼土の堆積がみられた。カ

マ ドの西には、浅 い掘 り込みがある。

遺物、出土遺物量は少 なくt土師器 と灰釉陶器の出土 をみたにす ぎない。12～ 18021は 土師器土不であり、

12は 高台付の内黒ナ不である。19は 口径 18cmの灰釉陶器の椀、20は灰釉陶器ナ不底部片で ある。

イ)そ の他の出土遺物

遺構 外出土遺物 に、21の土師器不口縁部片、22の灰釉陶器底部片、266図 41の磨製石鏃がある。21の キ
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セルはやや時期の下 るもの と思われる。

3)ま  と め

前沢川 に沿 った狭谷 に位置する本遺跡の調査結果、縄文早期、中期の土器片 と石鏃の出土 をみた。以前

の分布調査の際 にも、縄文中期土器片、石鏃の採集 があり、古 くから、 この地 が生活の場 とされていたこ

とが半J明 した。また、前沢川の東岸、前沢川の氾濫 をさけるかの如 く、小高い位置 に平安期の住居址 1軒

が検出 された。出土遺物 も土師器杯 と灰釉陶器椀が少量出土 したのみであり、規模 も小 さ目の住居である。

上野部落 に通ず る道際であり、更 に東の凹地の畑 からも土師器片の表面採集 がで きることか ら、中央道用

地外の沢筋 にも住居址の存在が考 えられる。

藤の森、沢入口遺跡の住居址 と同時期であり、灰釉陶器を伴 う遺跡 を一つ加 えたことになる。 (福 沢 )

13。 沢 入 口 遺 跡

置 (図 7、 図版 79)1)位

(SCB)

辰野町上平出部落から前沢川 に沿 って、伊那山地へ入った谷間に位置す る本遺跡 は、藤 の森、沢頭の二

遺跡 と地形的 に同一 と見てよく、本遺跡 が最北 に位置する。平出小字山の神 683～ 685番地一帯 にあり、

現在、前沢川 に沿 った低位 には小水田、離れた傾斜地は畑 となっている。西側の山沿 いに駒沢開拓 を経て

岡谷市花岡へ通ず る道路があり、本遺跡地で三分 して、上野部落へ抜 けられる。遺跡地は地続 きの沢頭遺

跡 と区分 して、上野へ通ず る道路の北側 とした。標高 760～ 767mを 有する前沢川の右岸の細長い狭谷 の

地で、川魚、鳥獣、山菜 に恵まれている。

以前の分布調査では、土師器片 を少量表面採集 している。本遺跡の南 には、前沢川 に沿 って、沢頭、藤

の森、丸節、小城の各遺跡 が接近 して存在す る。中央道 は、本遺跡の殆んどをその中に入れて通過 し、 ト

ンネルで上の原遺跡 に抜ける。

今回の調査 は、715+20を AAと し、717+20ま でグリットを設定 して行 なった。    (山  田 )

2)遺 構 と遺 物

ア 縄文式時代の遺物 (図 2680278の 1～ 10)

縄文式時代の遺物 には、土器片 と石器がある。土器は 20片 の出土で器形の判明するものはない。1～ 2

は繊維 を含有する縄文前期 に比定 されるもの、 5は磨消 し縄文をもつ後期前半のもの、 3・ 6～ 13は 、沈

線文 をわず かに口縁部 にそって施す後期中葉から後半 にかけての一群である。石器は1～ 10の 打製石斧 と

266図 42の 景J片 石器、43の石鏃の出土 をみた。                     (山  田 )
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第 268図  沢人 口遺跡 出土縄文式土器 (1:3)'

イ 平 安 時 代 の 遺 構 と遺物

ア)1号 住居址 (図 26902700271の 39～ 52、 図版 79の 387083の 396～ 399)

遺構、駒沢開拓へ通ず る道路沿 いに検出 された 5住居址中、最北 に位置 し、5。 32× 5。 18mの 規模 をもつ

方形 プランの住居址である。主軸方向はN-76・ ― Wに示す。黒色土 を掘 り込んで構 築 されているため、

検出は極めて困難であった。壁は軟弱で、西壁は高いが、東へいくにつれ減 じ、東壁は一部認 められない。

床面 も一部貼 り床があるが、軟弱であり、北西部 には小礫の混入がみ られた。ゴヒ壁、南壁 には一部周溝 が

め ぐっている。主柱穴 と思われるピッ トが 2個所検出 されたほかに、北壁外 に 2個所、西壁外 に 1個所の

ピッ トが確認 された。カマ ドは西壁中央 に構築 された石組粘土カマ ドである。石組みは堅固であり、よく

使用 されたと思 われる焼土が厚 く焚口部 に堆積 している。また西南隅 と東壁中央辺床面 に焼土の検出があ

った。

遺物、遺物は覆土 とカマ ド周辺 からの出土が多い。16～ 38は土師器で、16のポ は内黒の器外面 に「守」

と墨書 され、内面 には窯印と思われるものが描かれている。16～ 28は不形土器で、19の ように灰釉陶器の

模倣 と考 えられる高台付のものもある。29～ 38は 甕形土器で、横方向、縦方向の刷毛 目痕が、器内外にみ

られる。36は須恵器で底部 に木葉痕がみ られる。39～ 51は灰釉陶器片であり高台付が主体 を占める。51は

~lll:

■

Ｌ
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土錘である。 (市 沢 )

イ)2号 住居址 (図 2720271の 53～ 73・ 273の 74～ 79、 図版 80083の 400084の 4020403)

遺構、本址は、 3号住居址の北 6m、 1号住居址の南 32mに検出 された。方形 プランをとるものと思 わ

れるが、黒褐色土層 に構築 されてお り、 しかも遺構 の周囲 に山からの礫の流 れ込みがあって、 その全貌 を

つかむことは困難であったが、幸いカマ ドおよびその周辺 が比較的遺存状態 が良かったため住居址である

ことが確認で きた。方形 プランを呈するもの と推定 される。主軸方向はN-88° ― Wに と り、 カマ ドは西

壁の中央 南寄 りに構築 された 1× lmの石組粘土 カマ ドである。遺存状態は良 く、底面 に平石 が敷かれて

あり、その下に焼土が 2～ 3 cm堆積 していた。

遺物、土器の完形品は、カマ ドの周囲に多 く、覆土・床面から多 くの破片 が出土 した。土師器は不形土

器 53～ 63、 鍔釜 72～ 73の 出土があった。53は 内面黒色土器、55～ 59は焼成が非常 に良 く、百クロ ロが顕

著 なものである。60～ 61は 高台の付 くものである。灰釉陶器は皿 64と 椀形土器 65～ 71が出土 した。

鉄製品は、床面から刃渡 り17cmの 刀子 (75)、 鎌 (76)、 雁股鏃 (78)の 3個 が、さびつぃて 74の状態

で検 出された。他 に鎌の先 (77)と 不明鉄片 (79)の出土があった。 (山  岡 )

ウ)3号 住居址 (図 2720273の 106～ 1070274、 図版 81の 391)

遺構、 2号住居址の南 6mの 位置 に検出 された本址は、南北 4.28mの 規模 をもつ方形 プランの住居址で

主軸方向 をN-69° TWに 示す。黒褐色土層 に構 築 されているため、また氾濫 による礫 の押 し出 しがあっ

て遺構検出に苦労 した。壁は東壁の確認 を欠 くが、西壁が高 く東へ移 るにつれてその高 さを減ず る。床面

は黒褐色で軟弱である。主柱穴等 ピッ トの確認はない。カマ ドは西壁中央 に構築 された石組粘土カマ ドで

1× 1。5mの規模 を有する。石組は堅固であ り、焚口部 には焼土の堆積が 5 cmほ どみ られた。

遺物、出土遺物 には、土師器、須恵器、灰釉陶器がある。80～ 91は土師器の不形土器で、内黒の糸切底

が多い。92～ 100は甕形土器であり、101～ 103は灰釉陶器の杯形土器である。104～ 107は 須恵器の広口壺

及び四耳壺である。 (小松原 )

工)4号 住居址 (図 275・ 276の 108～ 112、 図版 81の 392)

遺構、調査区西端、巾杭 ぎりぎりに検出 された本址は、道路下までの拡 が りをもつ もの と思 われるが、

東部 の検出のみで終 わった住居址である。南 18mに は 5号住居址が、北東 8。 5mに は 3号住居址が存在す

る。本址は、暗褐色土層 を掘 り込んで構築 されているが、北壁の一部 とカマ ドの確認で、プラン規模等不

明で ある。床面 も暗褐色土であるため判別 しにくく、カマ ドの焚回の面 と同 レベルに焼土 力測 範ヽ囲にある

の と、本炭片が散在 している面 を捕 えて床面 とした。軟弱であり、主柱穴等の確認はない。カマ ドは北東

隅に設 けられた石組粘土カマ ドで、平石 を組んだ堅固なものである。天丼石 と思 われる平石 が火床 に転落

してお り、火床、焚回はよく焼 けて焼土の堆積 がみ られた。     i

遺物、土師器 と灰釉陶器片が出土 したが少量である。1080109は 土師器の甕の破片であり、110～ 112

は灰釉陶器の口縁部 と底部片である。                         (福  沢 )
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第 273図 沢入口遺跡 2・ 3号住居址出土土器 ,鉄器 ( 106・ 1071:4,74～ 79 1:2)
(106・ 107 3号住 ,74～79 2号住 )
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第 274図 沢入口遺跡 03号住居址出土土器 (1:4)
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第 276図 沢入口遺跡 405号 住居址出土土器・鎌 (108～ 121 1:4122 1:2)
(108～ 112 4住 ,113～ 122 5住 )

オ)5号 住居址 (図 275・ 276の 113～ 122、 図版 82)

遺構、 4号住居址の南 18mの二道路 にはさまれた位置 に検出 された本址は、火災に遭遇 した住居址で、

炭化材の出土 がおびただ しかった。方形 プランを呈する 4.70× 4。63mの 規模 を有 し、主軸方向 をN-log
―Eに とる。炭化材は住居址中央 に向ってのものが多 く、床面上 5～ 10cm浮いた状態で多量の茅材 を伴 っ

ていた。また炭化材 と同 じレベルで、焼土が 20個所ほど確認 された。床面は黒褐色土 を固めてあり、やや

軟弱であった。主柱穴は 2個所確認 されている。カマ ドは北東隅に設 けられた石組粘土 カマ ドで、平石 を

立てて組んである。焚口部、火床 ともよく焼 けて焼土の堆積 がみ られた。カマ ド前の床面 には、自然石の

散在がある。

遺物、土師器 と灰釉陶器、鉄製品の出土 をみたが、覆土中からの出土 が多い。113は土師器内黒不 の底

音β片であり、内黒 となっている。114～ 121は灰牙由陶器で、114^▼ 119は土不ない し椀形土器で あり、120121

は長頚瓶である。114は カマ ド内から出土 している。122は北西隅の壁から出土 した鉄鎌である。本址は土

師器 より灰釉陶器が量的 に多い。

一-345-一
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第 278図  沢入 口遺跡 ,沢頭遺跡 出土 石器 (1:4)(1

12

～10 沢入口遺跡 ,

11～ 13 沢頭遺跡 )
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力)そ の他の遺構 と遺物 (図 277、 図版 82の 396・ 84の 405)

a)遺 構、 3号住居址の南 に焼土面の検出があった。焼土 は東西 140× 南北 60cmの範囲に認め られ、黒

色土の上 に 8 cmの 厚 さで認められた。焼土内に自然石 も混入 し、焼土から 30cm南 に径 60× 60cmの平 らな

面 を上 にした石がある。出土遺物はなく性格 は不明である。 また、 5号住居址のゴLに も、 2個所の小範囲

の焼土面 が認め られた。

b)遺 物、遺構外からの出土遺物 に、土師器、灰釉陶器、鉄製品がある。

土師器は、123～ 129の不形土器と 130～ 132の 甕形土器である。123は 丸底の内黒で器面に稜を形成する。

1280129は台付不 の底部片である。甕形土器は刷毛 目痕が縦方向・横方向 にみ られる。灰釉陶器は、133～

153で 、規格化 されてそろっている。133に代 表 される皿形、135の椀形のやや小形品、142の 椀形等 に大

別 されよう。すべて高台付である。

鉄製品 には、154～ 157の鉄鏃、158の 刀子片、159の鉄鎌片がある。 1600161は不明鉄片であり、162

の馬蹄 は時期の下降するものと思われる。                       (山  田 )

G
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3)ま  と め

前沢川 に沿 った狭い谷地 に位置 した本遺跡 から、平安時代の竪穴住居址 5軒 が検出 された。黒色土層 か

ら黒褐色土層へ掘 り込んだ、小規模の方形 プランのものであるが、カマ ドはいずれも石組粘 土で堅固に構

築 されている。黒褐色土の床面で、プラン検出に困難 さを極め慎重 を機 して行 なったが、主柱穴等の確認

はなかった。出土遺物 は土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄製品で、特 に顕著 なのは、須恵器の出土量 よりも

灰釉陶器の出土の方 が多いことである。灰釉陶器 も規格化 された製品で、美濃地方 との交易が盛んであっ

たことを思 わせる。また、鉄製品 も量的 に多く、灰釉陶器 と共 にその普及が顕著で ある。 とりわけ、鉄鎌、

鉄鏃 は生産活動 に関連 し、土錘の出土 もあって、その多様性 を物語 るものであろう。

地続 きの沢頭、藤の森の両遺跡 からも、同時期 に比定 される竪穴住居址が各 1軒、検出 されて、計 7軒

の住居址 が、用地内から露呈 した。 これは、狭い谷地 に位置 した当時の山村集落の一様相 として とらえる

ことがで き、その点で好資料 を得たといえよう。山菜、鳥獣、川魚等 に恵 まれた地ではあったろうが、前

沢川の氾濫 とい う危険性 を常 に有 していたことが、発掘時の所見で判明 し、住居址の配置 も山沿 いを選ん

でいることが、 うなづかれる。

また、この三遺跡 からは縄文期の遺物の検出もあり、古 くから生活の場 とされたことが半J明 した。すな

わち、沢頭遺跡の縄文早期・中期土器片、藤の森遺跡の縄文前期 0中期土器片、当沢入口遺跡の縄文前期・

後期土器片がそれを物語 る。 (山  田 )

14。 上 の 原 遺 跡 (UEB)

1)位 置 (図 7)

本遺跡 は、辰野町大字平出 228の 1～ 2番地一帯 に所在する。諏訪湖 から流出 した天竜り||は狭谷の地 帯

を流下 して上平出部落 から広がる伊那盆地へ続 くが、本遺跡 は、この狭谷地帯の左岸、すなわち、伊那山

地の山腹 に位置 している。天竜川 に沿 って中央本線 と下諏訪辰野線 が平行 して走 るのを眼下 に見おろす地

で、岡谷市 との境界近 くである。中央道 もこれらに沿 って平行線 をたどるため今回の調査 となった。

調査 は、724+00を AAと し、724+84ま でグリッ トを設定 して行 なった。

また周辺遺跡 としては、尾根 を起 した北 に、岡谷市の地籍 に入 るが、六地在家、追鶴沢の縄文期の遺跡

が存在 し、天竜り||へ面 した小尾根の平坦部や凹地 に営 なまれる一群の遺跡 として とらえられる。

2)縄 文 式 時 代 の 遺物 (図 279)

調査地 は山腹の傾斜 した畑であり、岩石の露頭があった り、地下水の流出があった りで居住地 としては

適 さない。遺構の検出はなく、少量の縄文中期土器片 を得たにとどまった。
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3)ま  と め

天竜り||に面 した伊那山地の山腹に位置 した本遺跡からは、わずかの縄文中期土器片を得て、生活の痕跡

を認めたにす ぎない。用地外に仮 りに居住地があったとしても、小規模のもので、集落を形成する地形で

はない。かかる遺跡が、岡谷市橋原区から、辰野町平出地区にかけて、点在することから、通過地帯と

しての また、狩 りょ う採 集 の場 と しての 1生格 を強 く感 じさせ る。 (山  岡 )
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第 279図  上の原遺跡出土縄文式土器 (t : 3)
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辰野町内その 2の 発掘調査 は、総ての自然が活動 を開始する時期 と同 じにして、4月 19日 、若宮遺跡 か

ら始 まり、10月 23日 、紅葉 を眺めながらの神)K遺跡 を最後 に、14遺跡の調査 がすべて完了 した。 この 6か

月に及ぶ長期間、樋 口内城館址遺跡では、ことのほか遺構・遺物の検出があって 2か 月余の 日時 を費 した

が、ほぼ当初 の計画予定通 りに終 了することがで き、 これはひとえに関係諸機関、関係者御一同から惜 し

まぬ支援 と酉己意 を賜 わつたことと、発掘作業員の皆様の絶大 なご協 力があつたことによるもので ある。ま

た、遺構・遺物の多かったのにもかかわらず、短期間での整理作業、原稿執筆 を経て、 ここに報告書の刊

行 をみるに至 ったのは、調査員諸君の努力の結果であ り、関係各位 に対 し、団長 として厚 くおネLを 申 し上

|ず る次第である。

調査結果 については、それぞれの項 に記 されているが、縄文期から中世 に至 る遺構・遺物の検 出を得て、

その資料 としての価値 は高いものである。

縄文期では、土器型式 に問題点 をもつ前期末 から中期初頭 にかけての住居址 2軒、それに伴 なうと思わ

れる土墳 8基 と土器・石器の一括資料を得た堂ケ入遺跡は、崖錐上の微地形上 に立地す る単位集落 として

大 きな意味 をもつ ものと思われる。また辰野町教育委員会 による発掘調査及び、その資料 を借用で きて一

括報告ので きた樋国内城館址遺跡では、丘陵縁辺部 に沿 って円形 に配置 された 57軒の縄文中期の住居 址と

数多い土墳群 から、集落立地、集落構造、習俗等 を考 える上で密度の極めて高い資料 が提出 された。樋口

内城館址遺跡下の段丘面 に位置す る荒神社矢沢遺跡 からは、縄文中期の住居址 4軒が検出され、昭和 47年

度調査の樋口五反田遺跡の北限を知 り得たことと、更 に距離の余 りない樋国内城館址遺跡 との関連性や、

時間的・空間的 な広 が りが大 きく問題提起 されたことになろう。

弥生期では、やは り樋口内城館址遺跡であり、弥生中期 から後期前半の住居址の検出が66軒 と、その数

も多 く個々の住居址 は勿論のこと、集落構造、生産活動等 を検討す る好資料 を得た。

次 に古墳時代 から平安時代 にかけては、若宮、樋口内城館址、神送、牧垣外、藤の森、沢頭、沢入国の

各遺跡 から住居址の確認 を得て、それぞれ集落の限界の一部 を知 り得たことに大 きな成果がある。特 に藤

の森、沢頭、沢入回の三遺跡 は、山合いの谷間の遺跡で地続 きで もあり、出土遺物 か らしても同一遺跡 と

考 えられ、谷地 に営 なまれた山村集落の一型態 として把握で きよう。これらの各遺跡 は、鉄製品の普及お

ょび灰釉陶器の搬入等注 目すべ き内容 をもっている。古代東山道や平井手牧の存在 に直接関係す る資料で

はないが、それ らに関連 あるものとして意義深い。

中世関係では、堂 ケ入遺跡の墓址群 は、庶民階級の墓 として、特 に五輪塔 をもつ もの、石室を有す るも

の等の検出があって、当時の墓制研究の上で大いに資するものがある。また樋口内城飼址遺跡の城郭 に関

すると思 われる住居址、小竪穴、特殊円形竪穴、溝 )1犬遺構、柵状柱穴列等 は、地形的 にみた空堀、帯曲輪

と共に、城郭の姿 としてとらえられ、古城址研究の一資料 となろう。

かかる結果 を得た辰野町その 2の調査 は、言 うまで もなく辰野町の歴史 を考 えてい く上で貴重 な資料の

数々を得たことになる。この報告書が活用 され、今後の研究の上で少 しで も役立つ ことがあれば、こんな

(大 沢和夫 )
に喜 ばしいことはない。

きとあ
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石 器 計 測 表

刃部使用磨滅

風化磨滅

斜めに折損

斜めに折損

横 刃 形 石 器

横 刃 形 石 器

刃部から頭部へ欠損せるもそのまま使用、刃部使用擦痕

横 刃 形 石 器

刃 。側部使用磨滅

刃部使用磨滅擦痕あり

局部磨製石斧

(19。 3) (13.1)

刃部使用磨滅、擦痕 あ り

有柄、刃部 とえぐり部 は使用磨滅

刃 。側部使用磨滅

敲磨製、敲打部 は両端

両面使用、片面やや凹む程度、片面は若千磨 く程度

両面 1孔づつ、側部敲打痕

表 2子 L・ 裏 2孔、a類

表 1子L・ 裏 1子L、 c類

表 3孔・裏 1孔

横 刃 形 石 器

有柄、刃 。側部使用磨滅ハンレイ岩11号住 フ

表 1孔、側縁部敲打痕
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表 2孔、長端一端 に敲打痕

17号住 フ

刃部使用磨滅

刃部使用磨滅

表 1孔 。裏 1孔、表裏に台石様痕跡

表 3孔 、裏 1孔

ま」片調整石器

転石利用石器

刃部使用磨滅

(10。 1)

(31.8) (17.3)

胴偶1縁部に使用磨滅

横 刃 形 石 器

4側面 に敲打痕

擦切手法の切 りこみ部 を残す

調磨製、台石様痕跡を胴部に残す

長端一端 を敲打 。胴部擦痕

刃・側部使用磨滅

全面磨 ただ平面部の凹凸は台石様痕跡 か ?

表 2孔、a類、側縁敲打

Fluing を施す

刃、佃1部使用磨滅

刃部使用磨滅

表 2孔、裏 2孔 a類

(12.3)

両長端、側部 に敲打、景雌 、使用磨滅痕
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巾 (mm)1厚 (mm)1重 (g)

28号 住 フ 144-83

(11.7) 16.3 ' 3.4

転石利用の石器

刃部使用磨滅、有柄

刃部使用磨滅

表 1子 L、 裏 1子し、a類

(15。 6) (19。 3)

(16。 1)

(12.0)

小 形磨 石 斧

刃部使用磨滅

表 2孔、裏 1孔以上、側部 6孔以上、a類

つまみ部のみ

47号 住ユ

刃 。側部使用磨滅、擦痕あ り

48号住 フ (410) 長軸一端敲打、台石様痕跡あり、側音醜ま磨石様磨痕

45号 住 フ

側部使用磨滅

整形擦痕あり

表 2孔、長端一端 を敲打、c類

景」片調整石器

表 2孔、b類

胴一部使用磨滅

刃 。胴部使用磨滅

転石利用の石器

刃部使用磨滅
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重 (g)

11。 91黒 1程 石転石利用の石器

16 1(180)横 刃 形 石 器

(73)1  45

横 刃 形 石 器

刃部に敲磨製痕

平面部 は磨、側面 は敲打痕か ?

転石利用の石器

長端一端 を敲打一端 を求J離 、胴部 に深い擦痕81号住 P

刃部使用磨滅74-161

胴一部使用磨滅

刃部使用擦痕硬  玉

頁 岩 ?

敲磨製、台石様痕跡あり

全面磨 、両端敲打痕

転石利用の石器

表1孔 。裏1孔、偶賠

`に

敲石の敲打痕、表裏に擦痕、c類(101)

両長端、側部の一部敲打

側部使用磨滅

景」片調整石器 黒 曜 石

敲磨 製、一端敲打痕、一端は折 つた1犬態を示す

小 形 磨 石 斧

刃部使用磨滅

表 2孔、台石様痕跡 、d類

石槍の分類 に入れるべ き ?

敲磨製 刃部使用擦痕

刃部使用擦痕 頭部敲打

小 形 磨 石 斧

刃部使用磨滅120号住フ
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横 刃形石 器

刃・側部使用磨滅

胴部表 に台石様痕跡

刃 。側部使用磨滅

刃・側部使用磨滅

ハンレイ岩

刃 。側部使用磨滅

刃部使用磨滅、胴部表に台石様痕跡

刃 。側部使用磨滅

刃 。胴部使用磨滅

側部使用磨滅

刃部使用磨滅

刃部使用磨滅

刃・側部使用磨滅

側部使用磨滅

刃 。側部使用磨滅、擦痕あり
=´

風化磨滅

表はほとんど使用磨滅

刃部使用磨滅、擦痕あり

有柄 えぐり部、刃一部使用磨滅

局部磨製石斧

刃・側部使用磨滅

(411)

刃部使用擦痕

刃つぶ し (磨 )

横 刃 形 石 器

下355-



厚 (mm)

横 刃 形 石 器

両長端敲打、磨き整形

両長端、側部に敲打痕、胴部に擦痕

長端一方に敲打痕、胴部に擦痕

両長端敲打痕、胴部に擦痕

側縁を敲打(剥離、石斧の未製品か ?

長端一方を敲打痕、胴部に擦痕、側部に敲打痕あり

長端一方を敲打痕、胴部に擦痕

側部敲打、長端一方と側部に剥離と使用磨滅

表 2孔、裏 2孔、a類、側面敲打

表 1孔、裏 1孔、a類、台石様痕跡

表 2孔、裏 2孔、a類、側面敲打

表 1孔、裏 1孔、a類、側面敲打

ク  1表 1子 L、 裏 2子し、a類、側面敲打

表 1孔、b類、側面敲打

表 4孔、b類

表 1孔、b類、側面敲打

表 3孔、b類、側面敲打

表 1孔、裏 1孔、c類、胴部擦痕

表 1孔、c類、長端一方に敲打痕

表2孔、裏4孔、c類、側部胴部、長端一方に敲打痕

表 1孔、裏 1孔、c類、両長端敲打剥離

(118) 表 3子 L、 裏 2孔 、c類

表 2孔、d類

側面敲打、表裏磨

側面の一部敲打、他は磨

A面 2、 B面 2、 C部 1、 A面構成角 (117・
。
121° )(1∞

°
・12°

A面 1、 B面 2、 A面構成角 (118・ ・120° )

A面 1、 B面 4、 A面構成角 (127・
0121°

)

A面 1、 B面 3、 A面構成角 (110° ・107・ )

基部底辺 ほぼ水平

基部底辺ほぼ水平、裏は主要剥離面残す

わたくり部,表い

・1.31黒 曜 石
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140 -317

巾 (m品)i厚 (mm)1重 (g)

完  |ゎ たくり部浅い、裏に主要求J離 面残す

頭 、 側 欠 lわ た くり部浅 い

完  |   ク   尖端鋭利に作出

(12.5)

わた くり部やや深 い

(14.5)

(17.0)

(16.0)

(17.0)

(13.0)

わたくり部やや深 く、脚が内弯する

(16.0)

(16.0)

わたくり部深く、脚が内弯する

(17.5)

裏に主要剥離面残 し、わたくりの弯入浅

細身わたくりの弯入やや深ふ

両面、部分磨製、尖端鋭利に作出

(15。 0)

(21.5) (14.0)

錐部、巾 4.Omm厚 3.5mm

1側面鋭利な刃部作出せず

転石利用、調整剥離は裏面に施こされる

1側面、調整せず

裏面調整は、つまみ部のみ

転石利用の石器 転石利用 retOuchは 両面、側部は強い加撃

retouch は片面にあり、鈍角をなす

転石利用の石器 転石利用 retOuch両 面で鋭角をなす

裏に主要剥離面 retOuch両 面鋭角

両面石器に近いが、刃部作出する鋭角

裏に主要剥離面 retOuch は片面鈍角

retouch 両面、鈍角

表 23回、裏 3回の剥離工程を示す

小 形 磨石 斧
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遺 跡 遺  構 図 番 号 石  器  名 長 (mm) 巾 (mm) 厚 (mm) 重 (g) 石  質 破 使 用 痕 等

HZC そ の 他 ]ヽ 形 磨 石 斧 5。 5

(29。 5) (20.5) (6.6) 硬  玉 頭 部 の み

1号住 P 158 -125 打 製 石 斧 粘 板 岩

(134) (292) 頭 欠

(129) 凝 灰 岩

敲  打  器 (113) (151) ンレイ岩 刃 欠

敲 斧 164 硬 砂 岩 両長端 に敲打

石 錘 粘 板 岩 糸掛部 2対

155 -1 打 製 石 鏃 30 .3 19 .0 5。 7 2.6 黒 曜 石

(20。 7) (6。 9) 両 脚 部 欠

21。 3 ・ 0。 5 一 脚 欠

磨  石  鏃 32.3 3.5 硬 砂 岩 孔 部 欠

29。 4 2.6 下 部 欠

石 鏃 ・29。 4 。3.9 黒 曜 石 一 脚 欠

景J片 石 器

剥片調整石器

石 ヒ チャート 半 欠

5号住 フ 155 --10 磨  石  鏃 19。 4 2.8 硬 砂 岩 有孔

石 斧 模 造 品 34.7 15。 3

打 製 石 鏃 23.7 黒 曜 石

(20。 2) (3.7) (0。 7) 脚 部 欠

頭 欠

(14。 6) (13.3) (3.9) 下 部 欠

石  ヒ  ? 31.3 20。 7 5。 5 チャー ト 上 部 欠

景」片調整石器 黒 曜 石

―-20 石 錐 刃 部  欠

22.2 2.3

6号住 フ ―-23 砲 丁 (40.2) (80。 7) (6.1) (27.2) 硬 砂 岩 一 部 欠 単 孔

打 製 石 鏃 0。 2 黒 1翌 石

(12.6) (13.5) (2.5) (0.3) 頭 欠

23.6 17.4

(18.0) (4.4) (1.5) 頭 欠

23。 0

7号住ユ -29 磨  石  鏃 23.4 粘 板 岩

・26.9 緑 泥 岩 頭 欠

打 製 石 鏃 22.2 黒 1翌 石 一 脚 欠

158 -131 磨  石  斧 下 半 分 欠

横 刃 形 石 器 松 脂 岩 有柄、縦形

8号住ユ 155 --32 石 錐 38.3 5.6 チャー ト

景J片調整石器

景J片 石 器 黒 l翼 石

打 製 石 鏃 (15。 7) (1.0) 上 部 欠

17.4

13号住ユ -37 2.5

2.7

15。 4 5。 3

(24.8) (14.3) (3.2) (1。 1) 頭 ・ 脚 欠

13.3 2.2

有柄

20。 3

局部磨製石斧 緑 泥 岩 整形の擦痕有 。磨製部は刃部に主眼

21号住 フ -44 剥 片 石 器 48.2 13.3 黒 1君 石

22号住 フ -45155 磨 製 石 鏃 2.2 粘 板 岩 脚 欠 孔を両面よりあけかけておる

打 製 石 鏃 21.3 黒 1翌 石

12.2

16.4 頭 欠
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(15。 8)

砥石様凹部 を呈す

(101)

周囲を敲技、ま」離

横 刃 形 石 器

刃部使用磨滅

(24.8) 了Lあ けかけあ り

基部再調整す る

0。 71緑 泥 岩 未製品、孔あけかけ

表 1『し、表面磨 き整形

(15.8)

磨 製石 包丁
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1膨L.誦 図 番 号 1

||](mm) 重 (g)1石  質 1完 ・ 破

10。 711黒 曜 イi11114分 欠

上 半 分 欠

打 製 石 鏃 17.3 1(4。 2)7li}ll7 i

磨 製 石 斧 (79。 1)101号住フ 157 -107

1“ )ナ住フ 157 -109

157-1111磨 製 石 鏃108号住フ

109号住フ

111号住フ 157 -113

157-1141打 製 石 鏃

頭部 。刃部に再使用あり・33.0  1・ 40.3157 -115 ・ 入片刃石斧

157 -116

157 -117 横 刃 形 石 器

157 -118

(12,7)(51.9)

打 製 石 斧 1121
刃部使用磨滅、擦痕あり

横 刃 形 石 器

転石利用の石器

(16.8) (11.1)

(15.8)

風化磨滅のため、磨石と断じがたい

曽 根 形 石 核

剥片調整石器

刃 0胴部使用磨滅

刃部使用磨滅

刃部使用磨滅

打・敲調整の後、特に刃部に磨製調整を加える局部磨製石斧

石ケン形、側縁部敲打

扁平な割石の一面にわずかに磨滅を残す

(18.5)
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長 (mm)1巾 (mm)

その他E区 351打 製 石 鏃

16.2 1 4.9

褐色 をおび、産地が他のものと異なるのでは ?

刃部使用磨滅、擦痕あり

上自、上面に刻線あり (再使用されたもの)

刃部使用磨滅、擦痕あり

刃部使用磨滅、擦痕あり

裏面、風化顕

円礫、表 1孔

扁平円礫、表 1孔

なだ らかな凹部、両面
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遺 跡 遺  構 図 番 号 石  器  名 長 (mm) 巾 (mm) 厚 (mm) 重 (g) 石  質 破 使 用 痕 等

HUA そ の 他 打 製 石 鏃 3.3 黒 1程 石 有柄

・0.6 欠

13.4 素j片鏃

00。 6 頭 欠

転石利用の石器 12.7

SCB そ の 他 278 -1 打 製 石 斧 凝 灰 岩 風化磨滅

(161) (270) 刃 部  欠

40 刃部使用磨滅

230 粘 板 岩 風化磨滅

(107) 260 硬 砂 岩 頭 欠 刃部使用磨滅

凝 灰 岩

粘 板 岩 風化磨滅

278 -10 打 製 石 斧 粘 板 岩

266 -42 剥 片 石 器 57.6 チャー ト

打 製 石 鏃 13.4 黒 l君 石

SWB そ の 他 278 -11 打 製 石 斧 (115) 凝 灰 岩 頭 部 の み 風化磨滅

板 状 石 製 品 粘 板 岩 破 片 砥石 or石板、擦線あり

敲  打  器 凝 灰 岩 長軸一端を敲打し、その状態は磨面と似る、1賠 6に も擦痕あり

266 -40 打 製 石 鏃 黒 1程 石

磨 製 石 鏃 粘 板 岩

石 器計測 表凡例

1.数値 を ( )で くくったものは破損されている状態の数値を示す。また、 0印 のものは破損せるも

完形に近い数値を示すものである。

2.石 斧等は破損状況 により、頭部欠、刃部欠、頭部のみ、刃部のみとし、着オ丙を想定 し、また使用に

よる破損を考え、残存状態を重視 した。

3.磨滅あるものは、人為的である場合明記 した。

4.特殊磨石の「A面構成角」は次のように測定 した。
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